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開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣告 

 

○議長（中井康雄君） ただいまの出席議員数は７人です。 

 黒田議員については、質疑の間は参加できませんので、討論、表決での参加をお願いい

たします。 

 それでは、定員数に達しておりますので、ただいまから令和４年９月中札内村議会定例

会を再開いたします。 

 ただちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 認定第１号 令和３年度中札内村一般会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第２ 認定第２号 令和３年度中札内村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

◎日程第３ 認定第３号 令和３年度中札内村介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

            て 

◎日程第４ 認定第４号 令和３年度中札内村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

について 

◎日程第５ 認定第５号 令和３年度中札内村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

◎日程第６ 認定第６号 令和３年度中札内村公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

について 

 

○議長（中井康雄君） 昨日の質疑の際に、後日提出するとしていましたふるさと税に関

する資料、保育園に関する資料がお手元に届いていると思いますので、確認をしていただ

きたいと思います。 

それでは、初めに、総務費の質疑で答弁保留としていた点について、中道総務課長から答

弁いたします。 

中道総務課長。 

○総務課長（中道真也君） 昨日、中西議員からご質問ございました、戸別受信機の設置に

関しまして、最近法人からの設置に対する申し出がなかったかということでのお問い合わ

せが１点ございました。 

こちらにつきましては、令和４年の２月に福祉事業所の方でお申し出がありまして、１

台を配布させていただいております。 

これまでの状況についても若干触れさせていただきますけども、公共施設以外で、これ

まで大体４２機を、学校、福祉施設、民間企業、飲食店等に配布をしているところです。 

それから、今後の戸別受信機の配布についての質問もございましたが、今後も同様の対

応で、希望があれば機器の設置することに対しては、機器をお渡しするという形で対応し

ていきたいと思います。 

中西議員の関係については以上となります。 

 それから、木村議員の方から、昨日ご質問ございました、まず、ホームページのリニュー

アルで、ウェブサイトのアクセス数の状況どうですかということで、お問い合わせをいた
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だいております。 

ちょっと時期が、導入時期が１月からということで、同じ時期での比較というとはちょ

っと難しかったのですが、旧ホームページですと、年間１１万１，０００程度のユーザー

数がございました。 

リニューアル後の新しいホームページの方ですが、こちらは１１万５，０００人のユー

ザー数がございましたので、極端の大きく伸びているということではないのですけども、

少しずつ伸びておりますし、あと、年間で見ますとかなり、８月とか７月、このイベントの

多い時期はアクセス数が多くなっているという傾向がございました。 

また、去年の８月ぐらいから、新型コロナの関係で、ホームページ、かなり掲載していま

すので、その辺のあたりがちょっとグーっと伸びているという状況がございました。 

それから、木村議員もう１点ご質問ございましたウェブサイトの保守委託、令和２年度

に比べて、３０万円増額している理由なのですが、ウェブサイトの更新が１月から更新に

なっているものですから、令和２年度においては、ここでいうウェブサイトの保守委託に

つきましては、業者が１月から変わっておりまして、１月から３月の保守料金が、令和２

年度ですと９万９，０００円ということで、令和３年度につきましては、新しい業者さん

になっての１２カ月分ということですので、３万３，０００円の１２カ月分で３９万６，

０００円ということで、３０万円の増加になっております。 

なお、令和４年度につきましても、この３９万６，０００円というのが同額となっており

まして、概ね機器というのは５年周期になっていますので、よほどの状況の変化がない限

りは、同額で推移していくということになっております。 

説明は以上とさせていただきます。 

○議長（中井康雄君） 中西議員、木村議員よろしいでしょうか。 

もし再質問ありましたらお願いいたします。 

よろしいですか。 

それでは、次に、民生費の保育園関係の質疑の答弁を保留としていた点について、田中保

育園長より答弁いたします。 

○福祉課保育園長（田中直紀君） 昨日、木村議員の方からご質問ありました２点につい

て、お答えしたいと思います。 

まず、１つ目ですが、幼児教育等講師謝礼が、令和２年度に比べて、支出額、決算額が減

少しているのは、理由は何かということですが、まず、この幼児教育等講師謝礼の中身に

つきまして、英語教育に関する講師の分の支払い、支出というのが、含まれていませんで

した。英語教育に関する謝礼は、全て教育委員会の言語指導講師報償費から支出されてお

ります。 

それでは、なぜ保育園の方は、中身は何かということと、なぜ令和２年度に比較して支出

額が下がっているのかとご説明申し上げます。 

まず、保育園の方で行っているほかの英語のほかに、運動教室と音楽教室というものを

開催しております。 

その中で、ほとんどが運動教室になっておりますが、令和２年度が１２回開催で、運動教

室の方が８万１，４５０円、同じく３年度が６万９，６００円、そのほかに、音楽教室とし

て２年度が３万円、３年度が４万円となっております。 

運動教室なのですけども、令和２年度の方は１２回開催しております。３年度が８回、回

数が減っていますのは、２年度の方はクラス単位で行ったことによります。 

例えば、ぞう１組で１回、ぞう２組で１回というような開催方法を取っておりました。 
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それが、令和３年度からはクラス単位ではなく学年単位、それぞれの学年の１組２組を

合同で開催して回数が減っております。 

ただし、１回あたりの単価が、３年度につきましては上昇しておりますので、回数は減っ

ていますが、差額として、トータルとして、前年度比１，８５０円の減ではありますが、１

回あたりの開催単価が上がっているということで、減ってはいますがほぼ同じような金額

になっているということでございます。 

続きまして、上札内保育園に関わる経費というご質問がございましたが、お手元にお配

りした中に内訳は記載させていただいております。 

令和３年度につきましては、電気水道の光熱費、遊具塗装の修繕、浄化槽がありますの

で、それにかかわる検査手数料と、あと委託としまして、その浄化槽の維持管理、遊具の点

検、外構管理、消防設備保守委託ということで、５０万９，６０１円になっております。 

ただ、年間の経費と考えますと、３年度からは地域の方々に園舎を使っていただいてい

るというのがありまして、それに関わるものとして、遊具の方も必要頻度が上がるという

ことで、点検と塗装をさせていただきましたので、この分を約２８、９万近くを引きます

と、概ね２２万円ぐらいが保育園の単純に維持管理にかかっているということでございま

す。 

そして、先ほどもお答えしましたように、上札内保育園は、令和３年７月より地域の方に

コミュニケーションの場として貸出をしていますが、貸出期間は最長１１月までとしてお

ります。 

その理由としましては、使用頻度が、大体週に２日ということになります。 

そうなると、冬期間、暖房の問題ですとか、あと、浄化槽の方が秋に水抜きをして、トイ

レの使用ができなくなるということと、使用していない間の暖房も切ってしまいますので、

凍結問題とかも出てきますので、その辺の管理が難しいということで１１月までとさせて

いただいております。 

なお、１１月といえども、多少というかかなり冷え込みますので、ポータブルストーブの

方、お貸ししまして、灯油につきましては、当初、こちらの方で用意したのですけども、若

干足りなくなった部分は、使用者の方で用意させていただくということになりましたので、

そのような使い方をしておりますということをご報告申し上げます。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） 総務課の方、福祉課の方、どうも資料ありがとうございました。 

保育園のまず講師のことで、運動教室の方が単価が上昇しているということで決算額は

それほど変わらないということだったのですけれども、ちょっと今ざっと計算すると、単

価が１，９１３円上がっているということになるのですけれども、回数で割り返したらで

すね。 

その主な理由って何かあるのでしょうか。 

例えば、人件費が上がっているとか、交通費が上がっているとか、何か理由あるのかなと

思うのですけれども、その辺りもしわかれば教えていただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 田中保育園長。 

○福祉課保育園長（田中直紀君） 大体伺ってるのって人件費ですね。 

講師の方の人件費が上げさせていただきたいということで、上がっております。 

○議長（中井康雄君） それでは、前日の答弁漏れの方は終了させていただきたいと思い

ます。 

それでは、本日、６款農林業費、７款商工観光費、８款土木費の概略説明は終わっており
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ますので、６款から８款について質疑を受けたいと思います。 

質疑はありませんか。 

１６０ページからです。 

４番大和田議員。 

○４番（大和田彰子君） それでは質問させていただきます。 

１８１ページの道の駅関連施設のことなのですけれども、このたび、道の駅がリニュー

アルされまして、いろいろな移転後の利用状況をちょっと聞きたいのですけども、道の駅

全体も新聞にも載っておりましたが、入込客数はコロナ感染の影響は受けているものの、

令和２年度より増加したということで、管内では１位という、すごいうれしいことだなと

思って見ておりました。 

リニューアルしたということで、観光協会が情報発信を強化したいということで移転さ

れたのでしょうけども、そのほかにも案内係のところが、聞くところによると、今までは

案内係の方が自動ドア入ってすぐのところにありましたので、気軽にいろんな方が聞きに

来たって、村民もそうですし、お客様も。 

でも、奥になったことでかなりの人数が聞きに来なくなってしまったのだというのを聞

いて、そうなのですか、わざわざ事務所の方に向かっていく方がいらっしゃらないのだな

という実態もあるのだなって思いました。 

そこについては、どうこう言うわけではありませんけども、そういう実態があるという

ことが分かったのですけれども、あと、キッズスペースですか、ここも本当に行くたびに

利用されていて、すごい良かったなと思っております。 

小学校２年生までしか利用できないということで残念がっている子どももいたりして、

兄弟で来たら、私はできないのという感じで、そこは利用制限する理由もあると思います

けども、そこもちょっと教えていただきたいと思います。 

また、ベビールームの使用状況とか、そういうのも聞けたら良いなと思って今質問しま

したので、お願いします。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） それでは私の方から、まず道の駅全体については、今年度につ

いても、利用客はコロナ前の平成元年度から比べるとやはり低く、まだそこまでは達して

いないかなという状況ですけれども、比較的順調に回復はしてきているかなというふうに

感じております。 

案内係の部分、今までは入ってすぐのところにありました。ちょっと今回４月以降奥ま

ったところがあって、もしかしたらすぐ入って相談できるのと、ちょっと何歩か前に進む

というところで、利用しづらいというご意見もあるのかもしれないですけども、村としま

しては、総体的には、今まで１人だったものが、今回から奥に観光協会の職員もいますの

で、例えば複数のお客さんが来たときにも、それは対応できるというふうに聞いておりま

すので、今後はまた利用しやすいような、声掛けも含めて、そこは観光協会にもそういっ

たアプローチをしていきたいというふうに思っております。 

それと、屋内遊具ですが、年齢制限を設けさせていただいております。 

今回、年齢制限を設けた理由としましては、中学年、高学年が特に、遊具の中にトランポ

リンが設置されています。 

特に大きなお子さん方がそこで遊んだりすると、どうしても小さなお子さんにぶつかっ

て怪我をする確率が高いという、これまで設置している業者ですとか、購入業者からの話

もございまして、一定の年齢制限の方を設けさせていただいているところでございます。 
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あと、ベビーケアルーム、具体的な使用状況、まだ年間を通した使用状況等確認はしてい

ないところですが、一時期、入口の装置が閉まりきらないということもあって、ちょっと

故障対応等もしていた時期もございます。 

併せて、今回ベビーケアルームも設置していますので、そこは併せて今後も利用してい

ただけるように、周知はしていきたいというふうに思っております。 

○議長（中井康雄君） ほかに質疑はございますか。 

５番北嶋議員。 

○５番（北島信昭君） それでは、農業委員会費のことについてお伺いいたします。 

以前もこの質問をいたしましたけども、農業委員会１３人で５５７万円ということで、

かなり自分としては少ないなと。 

以前質問したときには、他町村も同じようにしていますのでということで質問の答弁で

した。 

今自分としては、いろいろ話を聞くと農業委員さんにも一部聞いてみますと、もう少し

あったらいいなというような感じの中のいろいろな面で、金もかかるのではないかと。 

そういうことでは、上げていただかなくてはいけないかなという部分もちょっと聞いて

おります。 

ただ、自分としては、人の財産を扱う農業委員というのは大変な仕事であって、このぐら

いの月３万ちょっとぐらいですか、そのぐらいしか払っていないのですよね。 

ほかの町村はどうあろうと、中札内に関してはやっぱりこれからいろいろな形の中で土

地が動くと思うのですよ。 

そういう中においての大きな責任がある中において、金で解決しようとは言わないけれ

ども、ほかの町村とは違う形の中の、中札内は農業委員会であるということに対しての、

それなりの報酬は上げていただきたいなと思うのですけども、いかがなものでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 中道総務課長。 

○総務課長（中道真也君） 農業委員さんの報酬に関しましてですけども、実は令和元年

に報酬の見直しをしておりまして、会長が５万３，０００円、職務代理者が３万７，６００

円、委員さんが３万４，０００円ということで、その改正のときに、かなり管内状況も見た

中で、中ぐらいからやや上の設定で改正をさせていただいていまして、一応報酬等審議会

にもお諮りした上で、額の設定については決定させていただいていますので、また見直し

する、しないというのは、すぐ即答できるものではございませんけども、管内の状況を見

ながら、そういったお金がかかるというようなお話も今ございましたので、管内状況見な

がら、判断させていただく形になろうかと思います。 

○議長（中井康雄君） ５番北嶋議員。 

○５番（北島信昭君） また同じ答弁ですけども、中札内独自で考えてくださいよ、これ。 

 これからいろいろな土地が動くのに、月必ず１回は農業委員さん出ているはずだし、そ

のほかに、土地の斡旋とか何かでは大事な仕事をしているわけですよね。 

そういう人方に、さっきも言ったけど金だけではないのですけども、やっぱりそれなり

の価値観のあるような、報酬払っていただければ良いのではないかと。 

これは、今課長が言うように、すぐ答弁とは言いません。 

ただやっぱり、それだけの大きな仕事をしているということは、やはりそれだけのこと

を払ってあげなくてはいけないのではないかと。 

３万幾らといったら、忘年会かなんかしたらすぐ無くなってしまうわけですよね。 

そんなことでは無くて、やはり、もう少し普段からいろいろな面で頑張っていただくた
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めにも、報酬を上げていったらいかがかなということで。 

委員長さんも来ていますけども、委員長さんも上げてくれって言った方が良いのではな

いかと思うのですけども。 

そんなことで、個人的な考えではありますけれど、管内ということではなくて、中札内独

自というのは、農業委員会の大事な仕事をわかってもらって、その中においての、それな

りの大変さというのもわかっていただいて、報酬を上げていただくような形の中で、検討

をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（中井康雄君） ご意見としてお伺いしたいと思います。 

 それではほかに質疑はございますか。 

７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） それでは、何点かお伺いいたします。 

まず、１６５ページの農業振興推進費の中の農業担い手育成センター交付金の関係なの

ですけども、令和３年度、久しぶりに農業体験実習生が入られたというような報告がござ

いました。 

この実習生というのは、酪農、畑作どちらでの実習生なのかということをお聞きしたい

のと、その方については、令和４年度についても継続しておられるのかどうなのか、その

点についてお伺いをいたします。 

それと、次が１７１ページの牧場管理費のところで、牧場管理委託費、これ毎年大体聞い

てはいるのですけれども、委託料と使用料収入との差が年々やっぱり開いてきているのか

なというふうに見えます。 

令和２年度で３，３９０万円ほど、令和３年度でいきますと約４，０００万円ぐらいにな

ってきています。 

多分、令和４年度の前の報告を聞いていましても、入牧数がかなり前の年よりも減って

きている状況ではございますので、更に来年また、ちょっと心配な点もあるのかなという

ふうに思うのですけれども、今、酪農情勢も、飼料が上がったり子牛が安くなったりとい

うことでかなり厳しい状況に置かれているのもわかります。 

ただ、この委託料と使用料との収入の差、以前から何回か質問させていただいて、できれ

ば近い数字の方が良いよねという答弁はいただいているのですけれども、この辺、どのよ

うに考えていけば良いのか。 

毎回産業課長の方から答弁いただいていますので、今回は執行者のトップの方の方の考

え方をお聞かせ願いたいなというふうに思います。 

それから、次が、１７９ページの札内川園地管理費のところでお聞きいたします。 

札内川園地管理委託ですけども、１，１７０万円ほど、令和３年より株式会社ＡＯＩＬＯ

さんが指定管理者となって管理をされているわけでございます。 

昨年、令和３年度の場合も、８月、９月、ちょっと閉園というような時期もあったのです

けれども、このような中でも、キャンプ場の、新しい指定管理になってからですね。キャン

プ場の使用料を指定管理者の委託料に入れて、精算の中で委託料と使用料収入を相殺する

ということになりました。 

それで、以前は決算書の歳入の方で札内川園地使用料ということで、まとめて使用料収

入が入ってきていたのですけども、今回から相殺するということになりましたので、決算

書の方の収入の方では出てきません。 

それで、前に私質問させていただいたと思うのですけども、やはり使用料収入がわかる

ように、何か明細を付けていただきたいというお願いをしたのですけれども、今回の決算
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の資料の方には載っておりませんでした。 

私個人的に事務局として資料請求をさせていただいて資料はいただいているのですけれ

ども、やはりこれは皆さんがわかりやすいように、やっぱり資料等で、交流の杜のような

感じで、やっぱりもう少し明細を出していただいた方がよろしいのではないかなというふ

うに思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

結構閉園した割には、使用料収入がそこそこあったのかなというふうに思います。 

指定管理者の方もかなり人の呼び込みに力を入れていただいた成果なのかなというふう

に思いますけれども、昨日の説明の中でも３５０万円ぐらいが相殺されて、その分委託料

が減っているということで１，１００万円ぐらいの委託料だと思うのですけれども、今回

からキャンプ場に入るために、一人ひとりからも使用料、入場料というのですか、そうい

うのもいただくような形になりましたし、また、キャンプサイト、砂利のところ、駐車場の

ところも使用料をいただくような形になったので、かなりの金額は入ってはきているので

すけれども、今回こういった使用料をいただくことによって、キャンプに来ていただいて

いる方々から、何か、苦情でもないですけども、今までは無料だったのにお金がかかるよ

うになったとか、そういった何かクレーム等みたいのは入ってないのかどうなのかという

ことをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 平山産業課課長補佐。 

○産業課課長補佐（平山直人君） 私の方から、１点目の実習生の関係をお話させていた

だきます。 

令和３年度、畑作なのか酪農なのかという話だったのですが、畑作農家で１人、実習生を

受け入れていただいています。 

こちらの継続については、令和４年度についても継続している状況です。 

ただ、令和４年度につきましては、酪農家さんも１件実習生が受け入れているというこ

とでなっています。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） それでは、私の方から２問目の牧場の関係について、前段ちょ

っと、状況だけ私の方から説明をさせていただければというふうに思っております。 

宮部議員のおっしゃるとおり、令和３年度についても、まず、預託頭数は基本的に病気等

の関係もございまして、減少傾向が続いているという状況でございます。 

この部分につきましては、この間も説明をさせていただいていますけども、村内大規模

な酪農家さんでヨーネ病が発生したということもございまして、その影響がちょっと大き

くなっているという状況です。 

また、支出の面ですけども、どうしても先ほども話がありましたが、飼料代が高騰してい

るということで、この間も委託料の中でやりくりをしながら対応してきているというとこ

ろでございます。 

そういったところで、令和３年度の決算でいきますと、概ね４，０００万円近いといいま

すか、３，８００万円ほどの一般財源の持ち出しをしているという状況でございます。 

３番目の札内川園地の利用料の関係です。 

昨年度までは、村の歳入の方に使用料等を計上していたところですけども、令和２年度

までですね。 

令和３年度から、ＡＯＩＬＯさんに指定管理をお願いしまして、そちらの方の収入とさ

せていただいています。 

先ほど、令和３年度の収入が大体３５０万円ほどございました。 
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資料の方、この後休憩の際に、その明細の方は、全議員さんの方分かるように配らせてい

ただきたいというふうに思いますし、次年度からは、決算資料の中できちっとそういった

ところも分かるような資料の提供をさせていただきたいというふうに思っております。 

申し訳ございません。 

昨年度から使用料を徴収させていただいている関係で、クレーム等はあったのかという

ご質問もいただきました。 

この部分につきましては、悪い面、クレームという面では、やはり今まで長期で利用され

ていた方もいらっしゃいます。 

そういった方からは、やはり毎日毎日利用料がかかるということで、ちょっと利用しづ

らくなったというご意見もありますし、当然利用料取っていますので、設備に対して、掃

除が行き届いてなかったり、そういったところについては、やはりクレームというのも一

部ございました。 

掃除等の部分については、きちっと使用料取っている、徴収させていただいている部分

もございますので、指定管理者とも話はして、そういった管理の徹底だけはしていただく

ようにもお願いしているところです。 

また、逆に良かった面というのもございまして、これまではどうしても無料で入るとい

うこともございまして、例えば、不適切な行動といいますか、例えば、夜中に大駐車場で騒

いだり花火をしたり、あるいは車を乗り回したりと、そういったお客さんが年間数件発生

していまして、警察の方にも依頼しながら対応していただいていたということがございま

す。 

この部分については、昨年度は１件も報告を、そういった警察の方にお願いをするとい

った案件はございませんでしたので、そういった面では、安全に利用していただける環境

にはなったかなというふうに村としては考えているところでございます。 

○議長（中井康雄君） 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） ２点目のご質問ありました大規模草地の育成牧場の管理運営に

関する村の今後の考え方ということでございます。 

ご指摘のとおり、宮部議員から、従前からもあったとおり、管理委託料と使用料との関

係、やはり収支均衡させるのが一番ベターだというふうに思います。 

ただ、今この現状の中で、現状というのは経済情勢も含めて、今、その収支の分岐点が本

当に図れるのかどうか。 

それは具体的に検証、推計も併せてしなければならないのだろうと思います。 

それは今後かかる経費どのようなものが出てくるか、それは家畜ふん尿の問題然り、今

言った飼料の問題だとか。 

そういったことからすると、支出の算定となっている元々の委託料の算定、その中に当

然経費を削減するということ自体はやらなければならないのですけれども、その中では処

理しきれないものがどうしても出てくるのではないかと。 

その都度、その使用料を変化させるということは現実的には困難ですので、つまり去年

これだけだったものが今年はこれだけに引き上げる、その翌年にはこれが下がると。 

こういった使用料の上がったり、下がったりという状況は当然生めないわけですから、

やっぱりそれを将来的に渡って使用料がある程度一定の期間、それで賄うことができるか

どうかという収支のバランスをしっかり図らなければならないだろうというふうに思いま

す。 

当然、目指す先は収支のバランスが取れている状態ですので、歳出の削減を当然努力し
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ながらも、これは指定管理者も含めて協議をしながら、できるだけかけるコストを削減す

ると。 

それに見合いの使用料はどれだけで、そのときに預ける判断を酪農家さんができるのか

どうかというところも含めて、ということは酪農家さんも入れて、そういった収支のバラ

ンスが取れる、取れないの話を今後やっぱりもっと詰めていかなければならないだろうと

思います。 

ただ、これは経済情勢がこれだけ動いているという状況ですから、５年後の話をしても

その状況になるかどうかはわかりません。 

ただ、近い将来、その先、必ずその分は見据えた上で推計は立てなければ判断がつきませ

んので、そういったバランスの取れる収支とは何かというところを具体的に、これから道

営事業も始まりますので、そういう収支のバランスが取れたような運営方法を目指して取

組んでいく方向に変化はないということをお伝えしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 実習生については、令和４年も継続されているということで、畑作

の方ということでわかりました。 

では、今村の農家戸数もやっぱりまだ将来的には減少傾向なのかなというふうに思いま

すけれども、この実習生の方が年齢的にどのくらいの方なのか。 

将来的にはどこかの跡に入って農業をやりたいというような、そういった考えを持たれ

ているような方なのかどうなのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

あと、牧場の使用料と委託料との関係ですけれども、なかなか今副村長もおっしゃった

ように、今の現状の中では、使用料を上げるというようなことはかなり厳しいのかなとい

うふうに私も思います。 

飼料も上がっている、肥料も上がっている、そしてまた、乳価も１１月からは少し上がる

みたいですけれども、なかなか飼料代の値上がり分までカバーできる状況でもないのかな

というふうに思いますので、非常に厳しい状態なのかなと。 

願うところはやっぱり今、病気等で入牧数が減っているということもありますので、そ

こが早く回復して、入牧数が少しでも増えていただくことを願うところでございますけれ

ども、これは非常に私自身も難しい問題なのだろうなと。 

いつの段階だったか忘れましたけども、将来的には、今の牛舎も古くなっていて、道路の

南側に新たな牛舎の建設というような話も以前出ていましたけれども、確かに古い牛舎で、

いつまでも使えるわけでもないのですけれども、また新たに投資ということになってくる

と、更に厳しい状況にもなるのかなというようなことで、その辺やっぱり酪農家の皆さん

方、そしてまたＪＡさんともいろいろ詰めていただいて、お互いがある程度納得できるよ

うな使用料になっていっていただきたいなというふうに思います。 

あと、札内川園地ですけれども、良かった面もあり、また、クレームではないですけど

も、長期滞在者あたりが若干利用しづらくなったのかなということがわかりました。 

この令和３年から使用料がかかるようになって、指定管理者の方も頑張って人を呼び込

めば、それなりにまた収入も増えると。 

上の方の、人数分当たりの使用料というのですか、入場料というのかな、それについて

は、半分は指定管理者さんの方にも行くようになっていると思いますので、やっぱり指定

管理者がどんどんと人を呼び込んで増えていけば、指定管理者も潤いますし、また、村と

しても、委託料が若干下がるということでございますので、ＡＯＩＬＯさんには頑張って

いただきたいなというふうに思います。 
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この明細書の中で、結構バンガローやらも利用されて、重箱ですか、トレーラーハウス等

も利用はされているのですけれども、手ぶらでキャンプというのがあるのですけども、そ

れあたりはあまり利用が少ないのかなと。 

これ結構値段も良い値段してたような気もするのですけれども、何も持たないで来て、

手軽にキャンプもできるのでしょうけれども、大体キャンプするような人っていうのはテ

ントも持っている人も多いのか、なかなかそういった面で利用も少ないのかなというふう

に思いますけれども、この手ぶらでキャンプについて、産業課の方では、なかなかそんな

に多くない状況の中なのですけれども、どのように思っているか。 

少し考え方をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） 手ぶらキャンプにつきましては、宮部議員おっしゃるとおり、

気軽に道具を持たなくてもキャンプができますよという趣旨で、３セット導入して行った

ところですけれども、昨年度の実績では、利用実態は３件ということで、ちょっとやっぱ

り少なくなっている状況です。 

要因としましては、先ほどの宮部議員がおっしゃったとおり、多くの方が何かしらのキ

ャンプセットを持って利用していただいているということもございまして、どうしても手

ぶらで来るというお客さんという方は少ないのが実態かなというふうに思っています。 

ただ、それなりに、スノーピーク製で揃えて、それなりの金額を出して整備した用品でも

ありますし、この部分については、やはりホームページ等でも気軽にキャンプに来れます

よですとか、あるいは、遠方から来た方にしてみれば、例えば、旅行で十勝、中札内村に来

られた際に、もしそういったＰＲを積極的にすることで利用してもらえるという機会もあ

るかなというふうに考えていますので、村としては、手ぶらでキャンプできるというとこ

ろも、園地のホームページ等では積極的にまたＰＲをしていって、利用を少しでも伸ばし

ていければなというふうに考えているところでございます。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） この手ぶらでキャンプですけれども、一張り２万円ということで、

ちょっと金額的には高いのですけれども、どうしてもテントも全部張って、後片付け等も

入ったりするものですから、結構手間暇もかかると思うのでどうしても利用料金上がるの

かなというふうに思うのですけれども、これ、他のキャンプ場辺りの金額等も調べられて、

一張り２万円という金額を出されたと思うのですけれども、この辺もう少しこれを下げる

ようなことはできないのかどうなのか。 

その点についてはいかがですか。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） 手ぶらキャンプの利用料につきましては、後片付けで使用し

た後、元通りに戻す労賃ですとか、あるいは、議員がおっしゃったとおり、一部利用者の方

にも手伝ってはいただきますけども、職員の方がついてテントを張ったりというところも

ございますので、そういった意味で、管内情勢を踏まえた形で２万円と、１泊２万円とい

うことで料金設定をさせていただいたところでございます。 

この部分については、次年度以降、今年度についてはもうスタートしておりますけども、

ご意見は踏まえながら、そこら辺、料金を見直すかどうかというところにつきましても、

指定管理者さんともまた相談しながら検討はしていきたいなというふうには思っておりま

す。 

下げる、下げないというところはありますけども、一定の検討はしたいなというふうに
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思っております。 

○議長（中井康雄君） 平山産業課課長補佐。 

○産業課課長補佐（平山直人君） 実習生の部分で答弁が漏れていましたので、先に説明

をさせていただきたいと思います。 

年齢的にどうなのかということで、はっきりとした年齢が把握していないというか、資

料が手元にございませんので、今現段階では分からないのですが、２０代だったはずです。 

若い人で、将来的に村で働く意思はあるのかというご質問だったかなと思うのですが、

そちらは聞いたところ、残念ながら村では就農はしない予定だということはお聞きしてお

ります。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） わかりました。 

まだ若い方の実習生ということで、まだ先までは読めないのだろうなというふうに思い

ます。 

できれば、今酪農家さんの方に入っている方は、将来的には何か引き継いでいきたいと

いうような感じの方なのかどうかわかりませんけれども、そういった方も入っておられる

のかなというふうに思いますので、できれば、そういった方が来ていただければなという

ふうに思います。 

キャンプ場の方ですけど、先ほどの手ぶらのテントの方ですけれども、料金体系につい

ても、また検討していくということでございますけども、重箱、トレーラーハウスが１棟

１泊１万円なのですよね。 

それから見ると、何かこのテントの方の２万円というのは、自分からするとちょっとど

うしても後片付けやら何やらも入るので、トレーラーハウスもやっぱり後片付け等も入る

とは思うのですけども、何かトレーラーハウスから比べると、ちょっと自分としては割高

に感じたものですからお聞きしたのですけども、その辺、また今後、指定管理者等とも話

し合いながら検討していっていただいて、更に多くのキャンパーが来てくれることを望み

ます。 

○議長（中井康雄君） ご意見としてお伺いしたいと思います。 

ほかに質疑はございますか。 

６番船田議員。 

○６番（船田幸一君） 昨日の産業課長の説明の中にありました件ですが、１７９ページ、

札内川園地管理費の中で、修繕費の中で、先ほど宮部議員からもお話ありましたが、トレ

ーラーハウスについての修繕ということで、昨日ご説明がありました。 

私の記憶では、今から３年前に高額な金額で購入をされているということで、広報紙に

も載って、村民の利活用を進めるという前提でお話がございました。 

実はそのトレーラーハウスが、３年前に導入設置をして、修繕費がかかっていると。 

この原因は、雪害によるものなのか、それとも、利用者に起因するものなのか、はたまた

別な要因で修繕をする必要になったのか、やはり利用頻度が高くて、修繕を必要としたも

のなのか。 

その辺の経緯をご説明いただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 平山産業課課長補佐。 

○産業課課長補佐（平山直人君） 私の方からご説明させていただきます。 

トレーラーハウスの修繕ということであるのですが、３７万４，０００円ほどかかって

おりますが、こちら３棟トレーラーハウスを維持管理するために塗装を行っております。 
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壁の塗装になります。 

こちら、議会の見回りに来た際に、毛羽立っているですとか、そういったこともご指摘が

ありましたので、延命するための、長く使えるための維持管理費として計上し、塗装して

いるものです。 

こちらは、定期的に塗装を重ねていかなければならないかなというふうには考えており

ます。 

○議長（中井康雄君） ６番船田議員。 

○６番（船田幸一君） 私、修繕に関して、どの部署も同じことだと思うのですけれども、

やはり指定管理という形の中で委託をしているということになれば、自分たちでやれる範

囲は自分たちで修理をするというのが、やはりほとんど前提条件になっているのではない

かなと思います。 

今後、そういう面も役場の方、産業課の方も、いろいろとご配慮をいただきたいなと思い

ます。 

それともう１点、このトレーラーハウス、私ども３年前に設置した場所を拝見させてい

ただきました。 

そうすると、公園の緑地帯の中に設置されていましたけども、今現在はどのような形で

利用されているのか。 

あるいは、中札内村の条例に基づいて、条例に抵触するような運用をされているのかど

うか。 

その辺がもしあるとすれば、改善されたのかどうか。 

その辺も含めて、お話をお伺いいたしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） まず、トレーラーハウスの修繕の部分でございますけれども、

基本的に指定管理者でやれる修繕はもちろん指定管理者の方でやっていただく必要がある

かなというふうには思っております。 

ただ、先ほど、課長補佐の方から述べたとおり、今回、トレーラーハウス、スノーピーク

製ということで、高い物も今回３台導入しています。 

表面がどうしても、雪ですとか、あるいは太陽光等によって表面が毛羽立ったり、コーテ

ィングの方が剥がれてきたりということもございまして、長く放っておくと、それをまた

本州の方に持って行って修繕するということになると多額のお金がかかるということもご

ざいまして、一定の維持管理はさせていただいているところでございます。 

それと、トレーラーハウスの設置位置についてですが、基本的に３年前と設置位置につ

いては変わってございません。 

また、設置場所についても、札内川園地内の新たに設けて、環境省にもゾーン分けの中で

も宿泊利用ゾーンということで位置付けておりますので、公園設置条例等にも別に抵触す

るような場所に設置しているものではございません。 

○議長（中井康雄君） よろしいですか。 

それでは休憩をしたいと思います。 

午前１１時１０分まで休憩いたします。 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１１時０９分 
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○議長（中井康雄君） それでは、皆さんお揃いになりましたので、休憩前に引き続き、会

議を開きたいと思います。 

質疑はございますか。 

１番木村議員。 

○１番（木村優子君） ではいくつか聞かせていただきます。 

決算書１６５ページの農業振興推進費で、食の推進パートナーＰＲ事業についてお聞き

します。 

令和３年度事業の決算報告ですと、食の応援スタンプラリーの応募件数が増加したりと

か、ＳＮＳを活用した発信などで、村産品のＰＲにかなり効果があったということでご報

告ありました。 

最初の令和３年の予算に係る事務事業書の中で、今年や令和４年度が１０年目になると

いうことで、ある程度見直しを進めたいというふうな記載あったと思うのですけれども、

令和３年度の中で、例えば見直しを検討したのかどうか、何か今後の方針に変化があるの

かどうかというところをまずお聞きしたいと思います。 

続けて、１６７ページの改善センター管理費の警備清掃管理委託、６０６万円余りなの

ですけれども、前年度比大体１８０万円ぐらい増加しているのですね。 

新庁舎の方に、施設課さん、産業課さんも移って、そのせいなのかどうかちょっとよくわ

からないのですけれども、かなり増加しているので、その要因について伺いたいと思いま

す。 

あと、１７９ページ、観光費なのですけれども、負担金補助及び交付金で、スノーアート

事業補助金８８万５，０００円余りで、ご説明では、イベントが中止になって代替え企画

として、宣伝用プロモーション映像を作成したということでありましたけれども、同じ期

間で、多分新聞にも出ていたと思うのですけれども、観光協会に行って、キーワードを言

えば、村の商品券と飲食店で使える商品券の配布を、多分枚数は限定して配布していたと

思うのですけれども、その実施内容と、あと、実際どれぐらいの方が配布して、利用された

のかというところの内容を聞きたいと思います。 

期間内で、同日では一人１枚というか１回利用だけれども、次の日に行けば同じ人もも

う１回貰えるみたいな話もちょっと聞いて、村民の方で何回か貰いに行ったよという人も

聞いたりしたので、例えば村民の人が多かったのかとか、ＰＲということで、この事業を

大々的にＰＲということで、村外の方の利用というのも考えて、なるべくそういう方に飲

食店を使ってもらおう、村の飲食店を利用してもらおうという目的なのかなと思うのです

けれども、その辺の目的と、効果があったのかどうか。 

そこについてお伺いしたいと思います。 

以上、３点お願いします。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） それでは私の方から、１番目の食の推進パートナー制度、昨年

度、令和３年度が１０年目ということで、昨年度、商品の数も多くし、更にはＳＮＳの新た

な取組みなども増やしてきたというところでございます。 

以降、令和４年度どうするかというところも、内部でも検討したところなのですけれど

も、令和４年度については、基本的には令和３年度とほぼ同じような内容で実施しており

ます。 

その検討内容なのですけども、今年度につきましてはゴールデンウィーク期間中に、音
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更の道の駅ができたということもございまして、かなり集客がそちらの方に引っ張られる

のではないかということを、村としても懸念しまして、今年度につきましては、令和３年

度とほぼ同じ内容でこのスタンプラリー事業を行うということで、この間、取組みの方を

進めさせてきたところです。 

また、次年度以降につきましては、今年度の実施状況ですとか、そういったところを踏ま

えながら、検討をしていきたいなというふうに思っております。 

○議長（中井康雄君） 平山産業課課長補佐。 

○産業課課長補佐（平山直人君） 私の方から、２点目、３点目についてお答えさせてい

ただきます。 

まず、改善センターの警備管理委託の増加の要因でございますが、木村議員おっしゃる

とおり、産業課、施設課が庁舎移転に伴いまして、今までは産業課の方で、昼間、日中、管

理できるということで、改善センター管理しておりましたが、それがこちらに移転したこ

とに伴いまして、警備委託を日中も、今まで５時１５分からだったのですが、それを９時

から行っているのが主な要因でございます。 

ただ、清掃については、若干減らしている部分はございます。 

次に、スノーアートの関係でございます。 

スノーアート、こちらも議員おっしゃるとおり、商品券配布してございます。 

枚数を１，０００枚に限定しまして、１週間程度の配布期間を設けて行っております。 

実際配布した枚数が９４６枚でございます。こちら、１枚５００円のものでございます。 

使用率が、９０８枚で、９４６枚に対してですので、９６％の使用率となってございま

す。 

こちらの効果ですが、飲食店に還元されているので、効果はあったのかなというふうに

感じてございます。 

あと、村民、村外の方の利用については、申し訳ございません、こちらの方把握はできま

せんので、こちらの方の割合については、正直わかりませんということでお答えさせてい

ただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） わかりました。 

すみません、食のパートナーＰＲ事業が令和４年度かと思っていけど、令和３年度で１

０年ということで、失礼いたしました。 

令和４年度も引き続きされていて、道の駅の入込み客数も順調に伸びているということ

ですので、去年に比べて。 

そのまま継続して続けていただければと思うのですけれども、先ほどちょっと言及され

ました、音更の道の駅の方の集客、かなり入っているというのは、今の時点で年間の集客

の目標数は達成しているというふうに報道でもあったと思うのですけれども、その影響っ

ていうのは、ちょっと令和３年度の決算では少しずれてしまうのですけれども、考えられ

るものがあれば、わかるものがあれば、もし良ければお知らせいただきたいと思います。 

あと、改善センターの警備清掃管理委託についてはわかりました。日中の方も警備が入

るということで増加しているということですね。 

スノーアートの方は、９４６枚で５００円だったので、４７万円余りがこの８８万５，０

００円の分から引いたということは、その宣伝用のプロモーション映像が、大体４０万円

ぐらいかかっているということで、理解でよろしかったでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 
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○産業課長（尾野悟里君） まず１点目の音更の道の駅の状況でございます。 

音更の方の入込み客数、正式なのが、まだ振興局の方から発表にもなっていませんので、

ただ、報道によると、当初オープン時にすでにかなりの人が入っていたということもござ

いますので、それなりの目標には達しているというふうに伺っております。 

ただ、うちの方ももちろん、何らかの影響は受けているのかなというふうには感じては

おりますけども、どちらかというと、うちの道の駅を利用されるお客様というのは比較的

リピーター層も多くて、帯広近郊から、例えば野菜ですとか、卵ですとか、あとはちょっと

気軽にドライブに来ていただける、あるいはテイクアウト料金もワンコインで食べれるも

のがあるというのも、うちの道の駅の魅力かなというふうに思っておりますので、もちろ

ん全く影響がないというものではないですけども、一定数の入込み数は、確保、徐々にで

すけれども、回復もしていますし、確保しているのかなというふうに、村としては考えて

いるところでございます。 

スノーアート事業の決算の方です。 

スノーアート事業、確かに、先ほど課長補佐の方から、配布枚数が９４６、使用が９０８

ということで、５００円の商品券を配ったというところでございますけども、一部テナン

ト会の方からも手出しの方を出していただいているという、商品については手出しを出し

ていただいているというところでございます。 

最終的な補助金、昨年度の決算８８万円くらいですが、うち、ＰＲプロモーション映像に

大体２５万円ぐらいかかっているというところです。 

そのほか、チラシ、あるいは看板ですとか、そういった諸々の事務費に３万円ぐらいと。 

残りがクーポン券の費用という形になってございます。 

○議長（中井康雄君） よろしいですか。 

ほかに質疑はございますか。 

６番船田議員。 

○６番（船田幸一君） １７１ページですが、畜産に関係してお尋ねをしたいと思います。 

 北海道家畜バイオガスプラント事業推進協議会負担金１万円と、それから、バイオマス

産業都市推進協議会負担金１万円ということで拠出をされています。 

令和３年度において、中札内村のこの取組みとして、バイオガスプラントにどのような

関わりをお持ちになって産業課は取組まれたのか。 

それらについてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） バイオガスプラント事業の関係ですけども、村内でも令和３

年度当初２カ所、大きな酪農家さんですけども、２カ所がバイオガスの導入を検討されて

いました。 

その後、さまざまな情勢もございまして、事業費が、例えば建設費が高騰しているという

こともございますし、そういったいろいろな要因を踏まえて、今現在は１カ所がバイオガ

スプラントの導入に向けて検討を行っているという状況でございます。 

令和４年度に入ってからも、具体的な詳細を今ちょうど検討している時期でして、今月

中にはおおよその事業の見込みがまとまるのかなというふうに思っております。 

村としましては、今政府の方で、通常だと補正予算のときに、畜産クラスター事業が農水

省の方で予算化されるというふうに、例年だとそういうふうにスケジュールで動くのです

けれども、村としましては今年度の国の補正予算で、このクラスター事業を活用しながら、

バイオガスプラント１カ所の導入に向けて、今準備を進めているところでございます。 
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○議長（中井康雄君） ６番船田議員。 

○６番（船田幸一君） 今経過が説明されました。 

村内の酪農家の規模拡大がかなり進んでいます。 

他町村も同じような状況で、バイオガスプラントに向けて、予算要望をしたり、あるい

は、補助事業に向けての情報提供にいただいたりして、各地が検討段階に入っている、そ

ういう状況に置かれているそうです。 

中札内村においても、酪農家戸数は、数は少ないのですけれども、大型規模拡大というこ

とで、かなり他地域よりも先陣を切って、大規模酪農家が村内で展開されています。 

この部分で申し上げますと、今、課長が述べていただいた件については、ある事業体です

けれども、しかし、他の事業体も、村内においてバイオガスプラントも検討しているとい

うふうに伝わっています。 

中札内村におけるバイオガスプラントに向けた取組みについて、農協との関わりはどの

ような関連性をお持ちですか。 

それともう一つは、補助事業ですから、普及センターもありますでしょうし、あるいは関

連組織もありますし、村内の酪農、もしくは農業関係者も含めて、畑作農業も含めて、気運

を盛り上げる、あるいは、村として積極的に保護付けを持っていけるような、そういう取

組みについてはどのようなお考えをお持ちでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） バイオガス事業の関係でございますけれども、バイオガス事

業の検討にあたっては、村と農協の方でこの間も協議会を持ちながら検討を重ねてきてお

ります。 

直近でいきますと、平成２９年度に全農家を対象とした今後のバイオガス事業にどう取

組むかといったところも、アンケート調査のところを行っております。 

その中では、やはり費用の面から個別でプラントを導入するというような個別型は、な

かなかきついといったご意見もいただいているところでございます。 

バイオガスプラントの導入につきましては、この間も農協と農協畜産部を中心として、

詰めておりますし、今取組んでいるプラントの建設事業につきましても、随時、農協と意

見交換をしながら、導入に向けた準備を進めているというところでございます。 

○議長（中井康雄君） よろしいですか。 

ほかに質疑はございますか。 

２番中西議員。 

○２番（中西千尋君） ページ数１８５ページの公園管理について、何点か伺いたいと思

います。 

まず公園等の防除委託、防疫委託、これは説明がありましたように、ほとんど桜六花公園

の桜の木についてかと思いますけれども、このほかに、桜以外に何かこういう防除、防疫

等の支障木があるのか、お聞きしたいと思います。 

それと、昨年、桜六花公園、非常に桜が終わった後、さくらんぼがなって、それを熊が食

べに来ている部分で、相当数、桜に被害があったかと思うのですけれども、それらの処理

は公園管理委託かどこかで全て賄っておるのか。 

桜六花公園駐車場支障木伐採、これは駐車場の為のあそこにあった木の伐採ですけども、

桜も結構伐採、だめになって伐採したりという、そういうものが、枝が折れたりとかいう

のが春夏にかけて、熊の被害も含めて１００本近く、桜六花公園で、桜の木にあったと思

いますけども、それらの費用が、委託管理だけで、ここだけで済んでいるのか、まずお聞き
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したいと思います。 

○議長（中井康雄君） 北村施設課課長補佐。 

○施設課課長補佐（北村公明君） ただ今の中西議員の公園管理委託、公園樹木と防疫委

託の関係について、私の方からご説明申し上げます。 

公園等樹木防疫委託についてですが、こちらの方につきましては、議員のおっしゃると

おり、桜六花公園に特化したものでございます。 

こちらの方につきましては、桜の管理がほかの樹木と違いまして、大変手のかかるとこ

ろだということで、こちらの方、現在８０６本桜の木ございますが、こちらの方、通年通し

て管理していただいているところでございます。 

また、昨年、令和３年度におきまして、桜の実のなりがかなり良かったということで、熊

の被害等実際にございました。 

こちらの方につきましては、倒木につきましては、２本の倒木被害の報告を受けている

ところでございます。 

こちら２本の倒木につきましては、この公園と樹木防疫防除委託の中で、業者の方で処

理していただいているところでございます。 

また、そのほかに、枝だけ折られているというところも、数箇所ございました。 

そちらに関しましては、公園管理委託の草刈りの中で、社会福祉協議会さんの方で枝等

の処理等行っていただいている状況でございます。 

○議長（中井康雄君） ２番中西議員。 

○２番（中西千尋君） わかりました。 

桜六花の件に関しては、今、言葉いただいたことで了解をいたしました。 

その公園管理の件で、整備調査設計委託が入っています。 

これはどの件に関してか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 中西議員の質問にお答えしたいと思います。 

こちらの公園整備調査設計委託という内容でございます。 

こちらにつきましては、本年度、整備している鉄道記念公園の調査設計を行ったもので

ございます。 

○議長（中井康雄君） よろしいですか。 

２番中西議員。 

○２番（中西千尋君） 小さいことだったのですけども、公園管理の中の自動ドア保守点

検が組まれていますけども、公園の中の自動ドア、トイレでしたか、何箇所、これ。 

○議長（中井康雄君） 北村施設課課長補佐。 

○施設課課長補佐（北村公明君） ただ今の中西議員の自動ドア保守点検委託のことかと

思われます。 

こちらにつきましては、鉄道記念公園トイレ及び上札内公園、交流館の向かいにござい

ますトイレの自動ドア２カ所の点検になってございます。 

○議長（中井康雄君） ほかに質疑はございますか。 

５番北嶋議員。 

○５番（北島信昭君） それでは、２点ほどお伺いしたいと思います。 

先ほど、日高公園管理の中で、公園の札内川園地の話が出ましたけども、まだ今年は去年

よりもかなり成果が上がっているのではないかと思うのですけども、せっかく国立公園に

なるのですから、ここのいろいろな苦情とか何かがあるのだと思うのですよ。 
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個人で聞いているときには、テント２万円は高いと。 

それから、キャンプ地が、下が石でとても寝にくいと、こういう話も聞いておりますけれ

ども、これは小さなことなのですけども、やっぱりこれから国立公園になるときには、利

用がかなり増えることを期待したいと思いますし、そうであれば、やはり今のだめな所を

直して、多くの人があそこに来てもらうと。 

全体的には、南札内公園というのは、ものすごく評判が良いです。 

そういう意味では、１回来た人がまた２回来る、そういう形の中の、いろいろな環境整備

をしていただきながら、多分アンケートでなくてそういう調査もしているのだと思います

けども、せっかくこれから始まる国立公園の中で、やっぱり中札内のそのピョウタンの良

さ、改めてわかってきているような気がいたします。 

そういう中においては、何とかいろいろな面で整備をしながら、安くて、使いやすい。 

そういうものを少し目指していきながら、今後ますます利用が増えることを期待したい

と思います。 

これはちょっと意見だけです。 

それから、村有林の管理についてです。 

１７２ページ、全体の話をさせていただきたいのですけども、今、村有林というのは過去

の中において、枝が落ちる、使いにくい、ものすごい苦情があった時代ありますけども、今

は、この近年、何年か、暴風が来たり、それで春先の作物に対する被害もだんだん少なくな

ってきたと。 

防風林に関しては、ものすごく今認められて来ている時代があります。 

その中で一つ、２回に分けて植林、伐採して、植林していますよね。 

その中に、多分、ナラかタモの木が植えていると思うのですけども、あれだけ密植をしな

がら、植えていかなくてはいけないのか。 

最初、やっぱり密植することによって、競争して大きくなることはわかります。 

だけど、その後見てもらったらわかるのですけども、中でどんどん枯れております。 

そういう木をどうするのかというのと、もうちょっと金で言えば、もう３分の１減らす

こともできるのではないかと、あそこまで密植しなくても。 

そういう植林の仕方も、いろいろ考えていただきながらやっていただきたいのと、あと

は、道路と畑の境界、ぎりぎりに植わっているのですよ。 

畑の中に根が出てくる、それから枝が張る、これものすごく農作物に対しては被害があ

ります。 

それから、道路も間際にして植えてあるものですから、大きくなったときにみんな道路

に被っているのですよ。 

これからその植林の仕方について、今後いろいろ考えていただかないと、今まで通りに

はいかないような気がするのですよ。 

やっぱり中札内美しい村連合ですから、そういうものも含めながら整備をしていただい

て、やっぱり畑も良し、防風林も良しと、そういう形の中の植林をしていただきたいなと

いう気がいたします。 

それからもう一つは、多分これから、２カ所に分けたところ、伐採するところがあるので

すけれど、その中に、大きな木が、前に４４号の基線のところに、ものすごいナラの木があ

ったのですけど、切ってしまったのですよね。 

そういうものが、やっぱり防風林であるから、そういうものも、一つの景観的にものすご

く美しく見えるのですよ。 
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これからも、そういう木が段々減ってくるので、やっぱりそういう村有林の中の木とい

うのは、やっぱり残して、そして植林をしていただくという形の中で、いろいろ言いまし

たけども、とにかく防風林の役目というのは大きいのと、それから、村の美しい村連合に

対する加盟の村としては、ものすごい景観的に大切なところだと思うのですよ。 

そういうことにおいて、今後、いろいろ植林とか何か、いろいろそういうこともあります

けども、今後、考えた中で進めていただくことはいかがなものでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） 防風保安林の関係でございます。 

 まず、前段お話があった植栽の密度の関係でございますけども、基本的には、今、植栽に

ついてはある程度の密を保ちながら植えている状況でございます。 

 成長するにしたがって、保育間伐、あるいは間伐といった中で、成長の、伸びの良い部分

を最終的に残しながら、保安林を形成させていきたいというのが村の考え方です。 

 ただ、なかなか間伐までの時間が、当初よりも遅れていたり、あるいは、保育間伐に着手

できていなかったりということもあって、なかなか保安林内が密のような状態になってい

て、さらに、そういったところが、景観上も良くないという部分もあるのかなというふう

には、そういうところもあるのかなというふうには認識しております。 

 基本的に、村有林につきましては、この間も、森林整備計画に基づきながら、一定の保育

間伐、あるいは間伐等も行っておりますので、財源も限られているところではございます

けども、そういったところも意識しながら、間伐ですとかそういったところには取組んで

いきたいというふうに思っておりますし、植栽の密の問題も植えている木の成長度合いと

かもありますので、そういったところは、また研究していきたいなとは思っております。 

 ２点目の畑際、道路際の部分でございますけども、確かに畑際の保安に枝が伸びている

ということで、この間も農家さんから機械の邪魔になるですとか、そういった営農の支障

があるというお声はいただいております。 

 そういったところにつきましては、畑際の保安林を伐採するですとか、枝払いを行うと

いうことで、なるべく営農に支障がないような対応は取ってきておりますけども、この部

分の、１回皆伐した後の植栽については、畑際からの距離ですとか、そういったところも

踏まえながら、考慮しながら植栽の方は進めていきたいというふうに思っています。 

 また、最後の４４号のナラの木の部分、申し訳ございません。 

 ちょっとこちらの方も認識はしていなかったのですけども、美しい村連合の資源の中に、

保安林というのが入っているのは承知しておりますので、そういった景観形成も意識しな

がら、保安林の方も維持管理はしていきたいなというふうに思っておりますし、保安林自

体がどうしても法令によって縛られている部分ということもございますので、そういった

ところは、法令に則りながら、そして、法令外の部分で、景観で意識できるところは意識し

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（中井康雄君） ５番北嶋議員。 

○５番（北島信昭君） 今言われるとおりで、何とか頑張っていただきたいのですけども、

自分で一つ感じることは、更別を例に取りますと、更別には道路の縁にものすごい老木が

あるのですよね。 

 ところが、中札内はないのですよ、少ない。 

 この木を大事にしていただきたいなと。 

 これは景観の中で、かなりインパクトがあるものではないかと思うのですよ。 

 だから、行政でいくと、決まり、決まりでなくて、やっぱり少し、中札内の景観、美しい
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村連合に加盟した以上は、そういうものを意識しながら、伐採もしていただかなければい

けないこともあるし、植樹もしていただかなくてはいけないこともあると思うのですよ。 

 やっぱり、行政としてでなくて、やっぱり全体の中札内としてどういうふうになるかと

いうものを大事にしながら、そういうものを育てていくという形の中の村にしていただき

たいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） ご意見としてお伺いしたいと思います。 

 ほかに質疑はございますか。 

 １番木村議員。 

○１番（木村優子君） では、施設課の所管のことで、幾つかお聞きいたします。 

 決算書の１８３ページ、土木一般経費の委託料、中札内村図改訂委託７５万９，０００

円です。 

 令和２年の決算書にも令和４年度予算書にも、特にこの項目数字がなかったのですけれ

ども、例えば、これ何年に一度改訂という形で決めて委託料支出しているのかということ

と、この図、例えば、どのような使用用途があるのか。 

 すみません、ちょっと勉強不足で申し訳ないのですけれども、測量とか地籍図なんかは

変わると毎年予算出ていて、５００万円程度。 

 そういうものとまた何か性質が違うのかなと思うのですけれども、その使用用途につい

てお伺いします。 

 続きまして、１８５ページの公園管理費の桜六花公園駐車場整備工事１，４３０万円余

りの分ですね。 

 これ、整備するに当たっては、その利用者のどれぐらいの利用が見込めるのかとか、い

ろんな議論、議会でもあったと思うのですけれども、目的としては、桜六花公園にご来場

されているお客さまがかなり増えているということと、あとは駐車スペースがないことで、

周辺の環境にもいろいろ今影響が出ているということで、その辺りも考慮しての整備だっ

たかと思うのですけれども、例えば、施工が終わって整備後の利用状況なんかは、施設課

の方で、例えば把握されているのかどうか。 

 人数がどれぐらいいるとか、こういう時期に利用されていることが多いとか。 

 何かそういう調査なり把握はされているのかどうか。 

 そちらについてお伺いします。 

 １８７ページの道路維持費、工事請負費、道路維持補修工事の関係です。 

 概要説明では、道路のほかにも市街地の歩道補修工事ということで、今年、支出された

ということでご説明あったのですけれども、市街地の歩道の状況の、例えば管理であると

か、状況の把握というのは、どういった形で、日中というのでしょうか、されているのかと

いうのをちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 北村施設課課長補佐。 

○施設課課長補佐（北村公明君） ただいまの木村議員のご質問に対して、私の方から、

まず村図改訂委託の方、回答させていただきたいと思います。 

 こちらにつきましては、前回改訂が平成２５年の改訂となっております。 

 そして、今回改訂となりました主な要因としましては、庁舎の移転が大きな要因となっ

てございます。 

 この村図の種類なのですけれども、全村図と言われる５万分の１の図面、あと、要図と

言われる、これも５万分の１なのですが、Ａ３版に少し小さめの図面、そして、市街地図と

言われる１万分の１のＡ３版の図面、３種類ございます。 
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 こちら、全て今回、庁舎並びに道路等変更になった点ございましたので、こちらの方、併

せまして修正を行っている状況でございます。 

 使用用途につきましては、主に不動産業者の方並びに測量会社の方々が購入されること

が多いのですが、住民の方々も購入は可能となっております。 

 続きまして、３点目の歩道補修工事の関係について、私の方から引き続きご回答させて

いただきます。 

 こちらにつきましては、道路維持委託業務の中で、月２回の定期巡視の方を行っており

ます。 

 こちらの方は、郊外・市街地併せて行っておりまして、その中で、巡視業者の方から、委

託業者の方から、歩道・道路併せて何か不都合等ございましたら、こちらの方、村の方に連

絡が来ることになってございます。 

 今回、歩道補修工事につきましては、ときわ野分譲地の中で歩道が陥没しているところ

がございましたので、そちらの報告を受けまして、原因究明並びに早期の補修が必要と判

断したことから、令和３年度に実施したところでございます。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 桜六花公園の駐車場の関係でございます。 

 こちらの状況を把握しているのかという質問だったかと思います。 

 こちらの方につきましては、毎日、その隣接する南札内浄水場がございます。 

 こちらの方に職員が毎日行っていますので、正確な状況等は把握しておりませんけども、

どういった状況だったかということは、報告を、特に桜が咲いている時期については、そ

ういったような情報を受けているところでございます。 

 桜六花駐車場の利用状況でございます。 

 こちらの方につきましては、４月下旬から５月中旬にかけて、日概ね５０人程度利用し

ていたというような形で報告を受けている状況でございます。 

 今年度につきましては、令和４年度になりますけども、日５０人につきましては、概ね

そういったような形で推移しているとともに、多い日には３００人といった形で来たこと

もあったというような形でございます。 

 さらに、ゴールデンウィーク明けにあそこでイベントをやってございます。 

 そういったときに、多くの利用があったのかなというふうに推測しているところでござ

います。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） 中札内村図については、細かく説明していただいたのでわかりま

した。 

 村民の方も買えるということで、不動産業者の方も買うということで、ちなみにこれ１

枚幾らぐらいするのかというのがわかれば教えていただきたいなというのと、桜六花の駐

車場の方は、南札内に行かれている管理の方が、状況を逐一といいますか、それなりに把

握されているということで、５０人程度、１日利用あるということでわかりました。 

 歩道の方なのですけれども、ちょっと、月２回、これは村道の方の歩道を見るという形

なのですかね。 

 何か限定されているものなのでしょうか。 

 その辺についてちょっとお伺いしたいです。 

○議長（中井康雄君） 北村施設課課長補佐。 

○施設課課長補佐（北村公明君） 村図の購入金額なのですけれども、３種類ございまし
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て、全て１枚５００円で販売の方、行っております。 

 また、道路の巡視点検につきましては、基本的には村道の車道及び歩道の点検の方を行

っております。 

 また、国道に関しては北海道開発局、道道については北海道帯広建設管理部の方で、道

路所管課の方で点検をしている状況でございます。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） わかりました。 

 村道の車道と歩道ということで、道道と国道については、それぞれ管理の部局で見回り

したり管理するということなのですけれども、ちょっと村民の方から、結構今伺っている

のが、主に国道についている歩道の状況があまりにも悪いということで、国道・道道の景

観的な除草の部分とかに関しては、今までいろいろ議会でもあって、今年は施設課の方で

除草作業を行っていただいたりとか、進んでいるのですけれども、歩道自体のコンディシ

ョンがすごく悪くて、特にお子さんですとか、小さなお子さん連れの方が散歩をしたり、

あと、ベビーカーを押したりということで、市街地から道の駅までの国道両側ですね。 

 あとはときわ野からマックスバリューまでの歩道の状況なんかが、ときわ野からの方は

割と新しいのでそこまででもないのですけれども、市街地からのはかなりちょっとやっぱ

り悪いということなのですよね。 

 ベビーカー押していても突っかかったりとか、子どもはやっぱりつまずいてこけたりと

か、あと、あそこスクールゾーンになっているので、小学生、中学生、自転車乗っていた

り、歩きの子もいるのですけれども、かなり利用されている方が多いのですよね。 

 今まで何か村の方から、ちょっと今歩道の状況が悪いので、補修の方してほしいのよう

なその要望なんかは、管理されている開発局であるとか建設部に出したことがあるのかど

うか。 

 その辺りについてお伺いします。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 木村議員から、国道に関する、修繕に関する状況について、開

発局に申し上げたかというような質問だったかと思います。 

 こちらの関係につきましては、例年、開発局の事業説明といったときに、国道の状況は

どうであるのかということも含めて、いろいろ議論をしております。 

 その中で、こういった補修要望を、そういったものを伝えているとともに、担当者レベ

ルにおきましても、そういった必要な箇所、修繕が必要な箇所につきましては、随時、特に

交通安全上支障をきたす、そういったような恐れがある場合につきましては、早急に開発

局の方に連絡を申し上げて、対処いただくよう要望を行っているところでございます。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） 要望は上げているけれども、補修には至っていないというのが今

の現状なのかなというふうに思うのですけれども、旧庁舎の後に、大きな施設、今後建設

予定でして、そこは子どもさんからお年寄りまでいろんな方が集える憩いの場所だという

ことで整備予定だと思うのですけれども、もちろん車で来られる方もいらっしゃれば、市

街地の方は、多くの方がやっぱり徒歩で来られると思いますので、健康ポイント事業を進

めて、なるべく村民の方に歩いてもらってというような趣旨もあるものですから、やはり

歩道のやっぱり整備については、もちろん国道沿いもそうなのですけれども、全村的にち

ょっと見直すといったらちょっと大袈裟なのですけれども、状況についてもう一度、今一

度ちょっと把握して、整備については検討していただきたいと思います。 
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 あとは、防災の面でもやっぱり、避難するときは、車よりやっぱり歩いて来られる方も

多いと思いますので、そういった面でも、ちょっと今後、少し決算内容からずれて申し訳

ないのですけれども、村として、歩道補修計画なり、あるとは思うのですけれども、ちょっ

と検討していただければなと思います。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） まず、国道の補修の関係でございます。 

 こちらの方につきましては、旧庁舎前のところはインターロッキングということになっ

ております。 

 この部分につきましては、内部で議論をして、どういった方向性で修繕を要望するのか

ということは協議しております。 

 その旨を開発局に伝えて、開発局も予算が限られておりますので、どういった方法で修

繕していくかということを今後検討していただけるものだというふうに思っているところ

でございます。 

 村道の部分につきましても、しっかり委託業者の点検を受けて、しっかりと補修箇所を

見極めて、取り進めていきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（中井康雄君） それでは、休憩をしたいと思います。 

 午後１時まで休憩いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 ０時５８分 

 

○議長（中井康雄君） それでは、皆さんお揃いになりましたので、休憩前に引き続き会議

を開きたいと思います。 

 ６款、７款、８款について、続けて質疑を受けたいと思います。 

 何かございますか。 

 ５番北嶋議員。 

○５番（北嶋信昭君） １８５ページの六花の森の駐車場整備についてですけども、１，４

３０万円かかったのですけども、作る当初から言っているのですけど、桜だけで使うには

ちょっともったいないすぎる駐車場だと思うのですよね。 

 それで、何か利用がないのかということも少し考えていかなくてはいけないと。 

 自分的に考えていくと、あそこから見る景色というのはものすごく良いのですよね。 

 そういうことを中札内の観光マップか美しい村連合加盟云々の何かに、そういうものを

ＰＲして、そしてやっぱりあそこの場所を有効利用するということもしっかり考えていか

なくてはいけないと思うのですよ。 

 もう一つは、一本山もそうなのですよね。 

 ただ、良いのですけども、大変な問題が起きて、熊というのが一つおりまして、それでも

今年、両方出ていないですよね。 

 この機会だからあれだけども、本当にこれをうまく利用して、あの展望台上がったとき

に、一本山と、それから桜六花の見晴らしがいいのですけども、違う角度から見ると違う

角度の中札内が見えるので、これはぜひ何かの形の中で、大きく宣伝をして、やっぱり中

札内にそういうものがあるということと、中札内の防風林、それから、農村景観の美しさ

というのは、そういうところで見てもらうような形の中の中札内村としてＰＲをしていた
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だきたいと。 

 お願いですけども。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） 桜六花公園、あと、一本山展望台、それぞれ景観的に良いとい

うところは、村としても認識は持っています。 

 それぞれ観光マップ、あるいは観光ガイドのパンフレットにも掲載はしていますけども、

この間、どうしても両方とも、両公園に共通して言えるのが、熊が割と出没してしまうと

いうところもあって、やはり熊対策も併せてきちっとしていかなければならないかなとい

う認識ではおります。 

 今年に至っては、桜六花公園、大学との合同での実証試験ということで、熊に音を出し

て寄せ付けないような装置を付けていますし、そういったところ、例えば、一本山展望台

でも活用しながら、熊対策も、今年も一本山でもその部分で付けてはいますけども、そう

いった結果も考慮しながら、村としても一本山も貴重な村の観光資源の一つですので、活

用していく方法は検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（中井康雄君） ほかに質疑はございますか。 

 ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） それでは２点ほどお伺いいたします。 

 １７７ページの商工振興費の中で、にぎわいづくり起業者等支援事業補助金について伺

います。 

 これ、令和３年度については、新規１３件ほどの申し込みといいましょうか、それがあ

ったようですけれども、この新規店舗施設整備事業ですけども、５００万円の上限がある

わけですけれども、これ、１，０００万円以上からの該当になってくるのかなというふう

に思うのですけれども、備品やら土地代等も含めてだと思うのですけども、そんなに大き

な施設でない場合の人と、かなりの多額の投資をして新規店舗あたりを建てられる方とお

られると思うのですけれども、非常に助かる制度だと思うのですけど、下が１，０００万

円以上で、かかるところは億もかかるようなところもあれば、それで以外と１，０００万

円以上の方も５００万円該当になる場合もある。億かかる人も同じ５００万円。 

 上が打ち切りということで。 

 ちょっと下と上との不公平感ではないのですけれども、ちょっと差が大きいような気も

するのですよね、自分としては。 

 その辺どのように捉えられているのかなというふうに思います。 

 それと、あと、この補助金をいただいた方が、多分、年度が終われば報告書なり何か決算

書みたいな何かそういったものを出されると思うのですけれども、それのチェックあたり

は村の方でやっているのか。 

 商工会あたりも最初噛んでいるのかもしれませんけども、その辺のチェック体制はどう

なっているのかなということをお聞きします。 

 それともう１点は、１８３ページの道の駅関連施設管理費なのですけども、昨年、令和

３年度に電気自動車用急速充電器設置工事が行われました。 

 実際に使えるようになったのは令和４年の４月からということなのですけれども、決算

の中で聞くのもちょっと失礼かもしれませんけれども、４月からの利用状況といいましょ

うか、その辺もし掴んでいるのであればお聞かせ願いたいなというふうに思います。 

 その２点について、まず。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 
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○産業課長（尾野悟里君） それでは、私の方から、１点目のにぎわいづくり起業者等支援

事業の部分になります。 

 議員おっしゃるとおり、新規店舗施設整備事業の場合、補助対象経費が２分の１以内で

上限額が５００万円ということですので、１，０００万円の整備をしても５００万円、５

０００万円の整備をしても５００万円ということにはなるかなというふうには思っており

ます。 

 この制度を創設時につきましては、基本的に、民間で街中に商店とか商業店舗を作って

いただくと。 

 そのときに幾らかでも、村として街中に誘導する際の支援といいますか、イニシアチブ

といいますか、そういったものがないかという趣旨で５００万円ということで、新規店舗

施設整備事業の方の上限金額の方を設定させていただいたというところでございます。 

 この金額について、商工会等からも特段今まで、これまで例えば補助金額がこれではと

いうような意見も聞いては、正直、商工会等からは話はなかったところではあります。 

 村としては、いろいろな実態があるかと思いますけども、当初の目的からして、基本的

には５００万円というところをベースには今考えていきたいなというところではございま

す。 

 ２点目のチェック体制の関係です。 

 基本的にこのまちなかにぎわいづくり起業者支援等事業を受けるに当たっては、要綱等

でも商工会の方で３カ月、６カ月、１２カ月ということで、それぞれ経営診断に入ってい

ただいて、それぞれの診断報告は村の方に提出していただくということに、要綱上も規定

されております。 

 当然、新規店舗設置した場合も、商工会の方にお願いしまして、３カ月、６カ月、１２カ

月で経営診断をしていただいて、改善すべきところは、その際指導をしていただいている

というところでございます。 

○議長（中井康雄君） 平山産業課課長補佐。 

○産業課課長補佐（平山直人君） 私の方から、急速充電器の関係でお答えさせていただ

きたいと思います。 

 議員おっしゃるとおり、令和４月から利用となっておりますが、利用状況でございます

が、８月までの状況しか押さえていませんので、それまでの状況ですが、２２５回利用さ

れているということで、月平均しますと４５回ということで利用状況でございます。 

○議長（中井康雄君） 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） ５００万円の限度額の関係でございます。 

 村のこのまちなかにぎわいづくり事業、支援制度、まちなかにぎわいづくり事業だけで

はなくて、直近で言えば、クラウドファンディング事業も、補助金として、別事業としてあ

るわけで、それなりに大きな投資をするときに、そういった補助制度も活用して、その後、

それでも賄えない部分については、このにぎわいづくり事業を併用するということもでき

ますから。 

 まちなかにぎわいづくり事業だけで物事が完結するわけではなく、ほかに選択肢はある

ということで、限度額については、今のところ５００万円という考え方に立っているとこ

ろもございます。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 個人の方ですとそんなに大きな最初からの投資ではない場合も多

いと思うのですけども、会社であれば、かなりの大きな投資金額になると思うのですけど
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も。 

 まちなかやらまだほかにもあるのかもしれませんけど、ちょっと投資金額に対しての補

助額が、ちょっと自分としては気になったものですからお聞きをいたしました。 

 もう一つ、新規起業支援事業ですか、これもあるのですけれども、昨年の場合、コーヒー

店みたいな店を始められた方もいると思うのですけれども、この場合の新規起業支援事業

もあるのですけれども、この場合の、コーヒー店の場合のこの起業支援というのはどうい

うことが該当になるのかなという。 

 ちょっとこの点わからないので教えていただきたいと思います。 

 あと、チェック体制については、商工会の方で３カ月、６カ月、１２カ月で経営診断が入

っているということで大丈夫なのかなというふうに思いますけれども、以前、貸店舗か空

き店舗あたりの利用されたときに、短い期間で撤退をされていった方がおられたと思いま

す。 

 そういったことで、何かそのときはあまり決まりがなかったような気がするのですけれ

ども、そういった短期間での撤退があった場合についての何か取り決めというものは、今

作られているのでしょうか。 

 あと、急速充電器の方ですけども、８月までで２２５回、月平均で４５回ということで、

そこそこ利用はされているのだなというふうに思いました。 

 自分があまり通ったとき見たことがなかったものですから、どのぐらい利用されている

のかなというふうには思っていたのですけども。 

 この急速充電器、ちょっと奥まったところの駐車場に作られていますので、パッと見、

道の駅の中央の駐車場ではないので、なかなかわかりづらいのかなというふうにも思うの

ですけれども、自分が入っていったときに、小さな看板が２カ所ぐらいあったような気す

るのですけども、あれで本当にわかるのかなというような気もするのですけれども。 

 確か、今回設置された場所、何かの理由であそこでなければならないというようなこと

で、開拓記念館の南側ですか、あそこへ持って行ったと思うのですけれども、今のところ、

利用者の方から、わかりづらいですとか、何かそういった話はないのかどうなのか。 

 その辺についてお伺いいたします。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） まず１点目の新規店舗整備事業と新規起業者支援事業の関係

ですけども、まず、新規店舗整備事業については、店舗を構えると、店舗を構えた場合に５

００万円という上限で補助金を交付するというものでございます。 

 一方で、新規起業者支援事業というのは、いわゆる店舗を構える、構えない別にして、新

たに事業、起業されるという方に対して、上限を３００万円として補助するものでござい

ます。 

 従いまして、例えば、店舗を整備しつつ、新たに起業するといった場合は、両方の制度の

方に該当しますので、結果的に上限としては８００万円の補助の上限があるという形の制

度というふうになってございます。 

 ２点目の部分ですけども、今回のこのまちなかにぎわいづくり事業、あるいは、起業者

等支援事業ともに補助金の交付要綱におきまして、事業については３年以上継続するとい

うことで規定を設けています。 

 先ほど述べた商工会の経営診断につきましても、それを念頭にした経営診断の方を行っ

ていただいているというところでございます。 

 ３点目の急速充電器の設置場所等についてですけども、基本的に急速充電器の場合、ど
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うしても３０分停車しているということもございまして、道の駅正面ではなくて、開拓記

念館横の駐車場に整備をさせていただいたというところでございます。 

 ちょうど国道からの入口のところにも急速充電器の看板は付けておりますし、道の駅内

にも急速充電器の看板の方は付けております。 

 正直、村の方に場所がわかりづらいというお声といいますか、そういったところはちょ

っと入ってはいないのですけども、この間も急速充電器の場所については、観光協会、道

の駅のホームページですとか、あるいは、電気自動車を扱っているメーカーのところへ職

員が説明に行ったり、急速充電器を村の道の駅に新しく付けたということで、今年度、説

明にも回っていますので、そういったところで、ちょっと正面に設置しているわけではな

いですけども、急速充電器の位置をなるべく多くの人に知っていただくような工夫はして

いるところでございます。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 大体わかったのですけれども、確かに個人で潤沢な資金を持って

始められる方であればいいのですけれども、なかなか新たな起業に挑戦しようということ

で、店舗からいろいろ投資を始めるとなると、こういった制度があると非常に始めやすい

のかなというふうには思います。 

 ちょっと投資の金額によって、本当にここまでいいのかなというようにちょっと疑問に

思うところもありますけれども、なかなか新たな街といいましょうか、街の中にそういっ

たにぎわいをもたらせていただけるということで、こういった制度でいいとは思うのです

けれども、ちょっと疑問に思う点もございます。 

 取り決めとして、３年以上継続するという取り決めがあるということなのですけれども、

仮にこの３年までもたなかった場合については、補助金の返還もあり得るということで理

解をしてよろしいのでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） 要綱上、３年の部分が履行されない場合については、返還しな

ければならないという規定を設けていますので、基本的には３年以上継続していただくと

いうことになってございます。 

 ３年以内に撤退した場合は返還ということになります。 

○議長（中井康雄君） よろしいですか。 

 よろしければ、ほかに質疑ございますか。 

 ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） そしたら今度、施設課の方でちょっと質問させていただきます。 

 １９１ページの定住対策費についてお伺いいたします。 

 定住促進補助金の中に、民間賃貸住宅家賃助成というものがあるのですけれども、村内

の民間アパートの戸数というのが約２２８戸ほどあるようなのですけれども、この中で家

賃助成を受けている方は５２戸あるということでございます。 

 それで、役場職員の方やら職場で多分家賃助成がなされている方は該当にならないと思

うのですけれども、何か２２８戸あって５２戸しか家賃助成を受けていないということを

お聞きしたときに、ちょっと申請数が少ないのかなというふうにもちょっと感じるのです

けれども、これは多分自己申告なので、申請してこなければ該当にならないと思うのです

けれども、その辺、施設課の方ではどのように捉えられているのかなということを、１点

お聞きいたします。 

 それとあと、令和３年度に市街地区の空き地に新しく住宅を建てられた方もお聞きいた
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しましたところ、令和３年度では１０件ほどあったということをお聞きしております。 

 その中で、中札内スタイル住宅の申請が４件あったということなのですけれども、これ、

次年度にまたがる場合もあるので、その年に全部出てこない場合もあるのかなというふう

には思うのですけれども、件数の割に中札内スタイルの申請が少ないようにも思うのです

けれども、基準に合致しなかった場合もあるのかもしれませんけれども、その辺はどうな

っているのかなということをお聞きいたします。 

 それと、１６９ページの道営農道整備、中島地区の農道整備なのですけれども、これ、昨

年が３年目ですか、やられているのですけれども、東５線の４１から４２号間、やられて

います。 

 以前、どうしてもこういう拡幅工事やら何かやって舗装のつなぎ目辺りが数年するとど

うしても下がってしまうということで、何かいい対策はないのかということを質問させて

いただきました。 

 その後、舗装を切ったときの切り方だったかな、切り替えをなんか斜めに切ってまた新

しい舗装を被せると良いのではないかということで、何区間目かわかりませんけれども、

そういった工法でやられていると思うのです。 

 今年も今、最終年やっていますよね。 

 舗装切ったところを見たときに、何か真っすぐにしか切っていなかったような気がする

のですけども、その辺どうなっているのかなということをちょっとお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 宮部議員の質問にお答えしたいと思います。 

 まず１点目の民間住宅家賃助成についてでございます。 

 ２２８戸のうち５２戸しか該当になっていないという質問だったかと思います。 

 こちらの部分につきましては、まず、所得ですね、収入が一定の収入を超えると該当に

ならないという部分もございます。 

 さらに、職場において、住宅手当が月１万５，０００円以上の支給がある場合について

は該当にならないということになります。 

 施設課といたしましては、転入してから３カ月を経過した後、該当者についてはダイレ

クトメールを送っているとともに、転入時には、住民窓口でこういった制度がありますよ

というような周知は努めてきているところでございます。 

 さらには、これは近年の状況でございますけれども、いわゆるこの助成対象要件の中に、

行政区に加入して区費を納めるという項目を設けております。 

 行政区に入りたくないとか、そういったような方も中にはいらっしゃいまして、そうい

った形で申請をしてきていないという方も数戸あるというふうに聞いております。 

 そういった条件を総合的に、全てクリアしている方が５２件ということになります。 

 それと、中札内スタイルが、１０戸中４戸しかなかったということでございます。 

 こちらの部分につきましては、年度またぎになる可能性もあるのですけども、実際に住

宅を新築されて、例えば、冬工事になって新築された場合に、中札内スタイルである条件、

例えば、芝生を何平米以上設けなければならないとか、緑地帯をそういったような形で設

けなければならないというような条件がございます。 

 よって、このうち、戸数は押さえておりませんけども、このうち、新年度に入って、令和

４年度になって申請してきている方もいらっしゃいます。 

 そういった観点の中で、１０戸中４件しか該当になっていないという状況でございます。 
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○議長（中井康雄君） 北村施設課課長補佐。 

○施設課課長補佐（北村公明君） それでは、３点目の農道特別対策事業、中島地区に係

ります舗装断面のつなぎの部分について、私の方からご説明差し上げます。 

 昨年度、令和３年度に工事を行いました箇所につきましては、宮部議員のおっしゃると

おり、斜めに断面の方を切りまして、できるだけ段差がないように施工の方を行いました。 

 そして、今年度、令和４年度につきましては、試みとしまして、断面、真っすぐには切る

のですけれども、その断面をチッピングと言われる粗の状態にする。 

 ガサガサの状態にして、既設の舗装面と新しい舗装面の活着を良くするという工法の方

を用いることで、北海道の方と協議の方を行っております。 

 こちらの方につきましては、舗装施工時に、そのチッピングと言われる工法、断面をガ

サガサにすることで対策を取るということで確認の方、取れておりますので、こちらの方

なのですけれども、２年後、３年後、結果の方が出てくるのではないかというふうに考え

ているところでございます。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 民間賃貸住宅の家賃助成ですけれども、結構いろいろな制限とい

いましょうか、あるのだなということでわかりました。 

 行政区に加入し区費を納めなければ該当にならないというのも、入ってはほしいですけ

れども、結構厳しい、若い人たちにとっては厳しい条件なのかなというふうに思うのです

けれども。 

 行政としてはやっぱりそういう条件は付けたいところですよね。 

 そういうことも考えて入られていない方もいるのではないかなというふうに思うのです

けども、おおよそ該当なりそうな人というのはどのぐらいの人数掴んでいるのか。 

 もしおわかりになればお聞かせください。 

 それとあと、道営農道の方ですけれども、今年度については違う工法で、ガサガサにし

てつなぎ合わせるというような工法を取り入れたということで理解はいたしました。 

 まだこの斜め切りでつないだところの結果というのは、まだ年数がそんなに経っていな

いので、下がっているとかそういったまだ影響はないのかなとは思うのですけれども、そ

の辺、見た感じ、今のところどうなのか。 

 その状況をお聞かせください。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 行政区に対する区費を納めたら該当になるとか、さらには、い

るのかというような質問だったかと思いますけども、こちらの部分には、正確な数字につ

いてはちょっと押さえていない。 

 というのは、これは申告によって助成制度を行うものですから、所得とか、さらには、月

額の住宅手当がどれぐらいいただいているのかと。 

 そういったところがありますので、押さえていないというような状況でございます。 

○議長（中井康雄君） 北村施設課課長補佐。 

○課長補佐（北村公明君） 農道特別対策事業の舗装の段差の話なのですけれども、こち

ら、なかなか１年目、２年目の中で、その段差が出てくるというところまでは確認できて

おりません。 

 一般的に、長い年数をかけて車両が乗っていくことで下がっていくのかなというふうに

感じておりますので、今後も経過観察をしながら、工法等、実証の方、行ってまいりたいと

考えております。 
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○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 中札内スタイルの件ですけれども、以前、どこかの質問のときに、

今、住宅の建築費がかなり上がっているということで、このスタイルの助成金の見直しと

いうものを考えてはどうかという質問させてもらったと思います。 

 多分、この中札内スタイル、５０万円の助成があるわけですけれども、多分、この金額を

決めたのは１０年ぐらい前かな。 

 坪単価でいくと約５０万円ぐらい出せば住宅が建ったころの金額だったのではないのか

なというふうに思うので、前回質問させてもらったときも、検討していくというような返

答もあったのですけれども、やはり今、本当に坪単価１００万円ぐらいになってきている

ということで、１０年ぐらい前の倍になってきている状況の中で、やはりそういった新し

い住宅を建てられる夢を持っておられる方にもう少し寄り添った助成金額でもいいのでは

ないのかなというふうに思いますので、その辺、今後また検討していっていただければと

思います。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 宮部議員の貴重なご意見、賜りました。 

 今年度、住生活基本計画を今策定しようとしております。 

 今準備を進めているところでございます。 

 宮部議員言うように、数年前までは坪５０万円あれば住宅は建てれたというような状況

でございます。 

 ウッドショック、さらには新型コロナウイルスの影響を受けて、坪単価１００万円を切

ることはないというような情報も私どもの方には届いておりますけども、そういったとこ

ろを考慮しながら、住生活基本計画を考えていきたいというふうに思います。 

○議長（中井康雄君） ほかに質疑はございますか。 

 なければ、農林業費、商工観光費、土木費について終了させていただきます。 

 それでは、次に進ませていただきます。 

 次に、９款消防費、１９４ページから１９９ページまでの概略説明をお願いいたします。 

 中道総務課長。 

○総務課長（中道真也君） それでは、９款消防費の決算概要について、ご説明申し上げま

す。 

 １９５ページをお開きください。 

 備考欄中段、とかち広域消防事務組合費の決算額は、１億４，３４５万７，０００円で、

前年比９４８万５，０００円の減となっております。 

 次に、その下段、備考欄下段から１９７ページ上段にかけての災害対策費であります。 

 まず、１９５ページ、備考欄中下段、１０節食糧費１４万８，０００円余りは、備蓄食料

品として、アルファ米２５０食、味噌汁１００食、訓練時炊き出し用アルファ米５０食な

どを購入しております。 

 その下段、防災用備品３３２万７，０００円余りは、災害対策用プライベートルーム５

５台を購入し、また、コードリールについても５台の購入をしております。 

 次に、１９７ページ、備考欄上段、消防団費は、消防団に係る費用でありますが、前年比

１２５万円余りの減少となっておりますが、令和２年度に新型コロナウイルス感染予防の

ための感染防衣や保護メガネ、消毒用アルコール、マスク等の購入があったことによるも

のです。 

 次に、１９９ページをご覧ください。 
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 備考欄上段、消防施設維持費は、１４節消防庁舎増築及び改修工事は、令和２年度から

繰越予算として実施した外構工事等を支出したものであります。 

 次に、その下段、１７節備品購入費、施設備品９４万４，０００円余りは、テーブル２０

台、椅子５５脚、収納用台２台のほか、庁内Ｗｉ－Ｆｉ機器購入を行ったものです。 

 以上で、消防費の概要説明を終わります。 

○議長（中井康雄君） それでは、９款消防費についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 質疑がなければ、次に進ませていただきます。 

 それでは、次に、１０款教育費、１９８ページから２３５ページまでの概略説明をお願

いいたします。 

 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） それでは、１０款教育費の決算概要についてご説明いたしま

す。 

 決算書の１９９ページをお開きください。 

 教育費の決算額は６億７，５９６万円余りで、前年は６億１，７１６万円余りでしたの

で、約５，８８０万円の増額となりました。 

 主な要因として、高等学校就学支援対策事業補助金の新設や、中札内交流の杜体育館屋

根の改修工事、教育振興基金積立を約５，０００万円多く積み立てたことなどが大きな要

因です。 

 繰越明許費８２７万１，０００円は、学校エアコン設置に向けての設計委託料と、文化

創造センターハーモニーホール可動席修繕料の一部を、部品が年度内に確保できず、繰り

越したものであります。 

 以下、特徴的なものについて説明させていただきます。 

 ２０１ページをお開きください。 

 事務局費で、備考欄中段、高等学校就学支援対策事業補助金１，０８０万円は、高校に通

学する生徒の保護者に、生徒１人当たり月１万円の助成を行いました。 

 一段下の通学費等助成事業補助金は、対象者８名に通学費や下宿代を９９万円助成して

おります。 

 一段下の山村留学推進協議会補助金は、上札内小学校の山村留学を推進する団体へ活動

費を助成しました。 

 一段下の山村留学生補助金８１万円は、山村留学世帯へ、引っ越し代や児童１人につき

月２万円の助成を行いました。 

 ４段下の永井明奨学資金貸付金は、９名に４１８万円の貸付を行っております。 

 次に、２０５ページをお開きください。 

 備考欄上段、教育振興費で、報酬の会計年度任用職員報酬１，７２６万円余りは、学校特

別支援員として、中札内小学校に４名、上札内小学校に１名、中札内中学校に２名の配置

を行ったものです。 

 ５段下のスクールカウンセラー報償２万円余りは、スクールカウンセラー２名体制のう

ち、１名分の報償で、もう一方は法人と委託契約しており、下段の委託料にスクールカウ

ンセラー業務委託６９万円余りがあります。 

 ２０７ページをお開きください。 

 教職員住宅管理費で、備考欄下段、工事請負費の教職員住宅改修工事３０８万円は、ひ

ばりヶ丘区にある教員住宅３棟の屋根と外壁の塗装を行いました。 
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 一段下の教育振興基金費は、高等学校就学支援対策事業補助金などの財源として、約６，

０００万円を積み立てしております。 

 ２０９ページをお開きください。 

 語学指導講師費で、備考欄最上段、給料２名分については、ＡＬＴの１名は小学校２校

で、もう１名の地域おこし協力隊ＡＬＴは中学校で指導しております。 

 ２１３ページをお開きください。 

 備考欄中段、学校給食業務費の賄材料費は、２，１５０万円余りで、地場産素材を使用し

たふるさと味覚給食や、児童のリクエスト給食など、子どもたちが楽しみにする給食と、

地場産食材の提供に努めております。 

 ４段下の備品購入費の厨房用備品９９万円余りは、検食保管冷蔵庫や食品を入れるシャ

トルコンテナなどを購入したものです。 

 同ページの下段、中札内小学校管理費の修繕料３８５万円余りは、新型コロナ感染症対

策の補助金を繰り越して活用した学校の手洗い器を自動水洗化する修繕などです。 

 ２１５ページをお開きください。 

 中札内小学校管理費で、備考欄上段、外部塗装・屋上防水等設計委託２３１万円は、中札

内小学校校舎の長寿命化を図るため、令和４年度着工に向けて設計を行ったものでありま

す。 

 次に、同ページ、中札内小学校教材費で、備考欄下段、備品購入費の教材備品３５２万円

余りは、新型コロナ感染症対策の交付金を活用して、大型モニターやプロジェクターなど

を購入したものです。 

 ２１７ページをお開きください。 

 中札内小学校一般経費で、備考欄の上から５段目、公務支援システム使用料１９１万円

余りは、教職員の業務の軽減と効率化に向け、中札内小学校と中学校に導入しており、中

札内中学校一般経費にも同額を支出しております。 

 ２２１ページをお開きください。 

 中札内中学校管理費で、備考欄の上から２段目、修繕料２８０万円余りは、消防ポンプ

取替えや児童手洗い水栓の増設などによるものです。 

 少し飛びまして、２２７ページをお開きください。 

 体育施設管理費で、備考欄下段、委託料の運動公園ＰＧ場管理委託１，３４６万円余り

は、札内川総合運動公園と上札内パークゴルフ場の管理を、令和３年度から十勝広域森林

組合に委託しております。 

 ２２９ページをお開きください。 

 備考欄下段、文化振興費の文化振興奨励事業補助金３４６万円余りは、村民が企画した

コンサートや趣味実用講座の４件に対し、補助金を交付したほか、音まちプロジェクトの

事業費で、コンサートを５事業開催し、併せて、動画配信を行い、また、ファツィオリピア

ノの指弾会を２回開催し、多くの方にピアノの魅力を知っていただきました。 

 ２３１ページをお開きください。 

 体育振興費で、備考欄上段、運動教室講師派遣料６５万円余りは、コロナ禍の運動不足

解消などのため、トレーニングマシンの指導含めて、運動教室を３事業開催しております。 

 同ページ、下から３段目、中札内交流の杜管理費の交流の杜体育館屋根改修工事６，１

０５万円は、体育館屋根の張り替えを行い、その一段下の交流の杜消火ポンプ交換工事３

５２万円は、屋内消火ポンプを交換しております。 

 ２３３ページをお開きください。 
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 文化創造センター管理費で、備考欄上段、修繕料３００万円余りは、図書館お話ルーム

に授乳室の新設や、中庭の改修などを行っております。 

 ２３５ページをお開きください。 

 備考欄、上から２段目、可動席修繕工事は、ハーモニーホールの可動席修繕工事を１，７

５２万４，０００円で行っていますが、交換備品に使用している半導体の不足から、年度

内の調達ができず、一部の修繕は令和４年度に予算を繰り越して行います。 

 その一段下の備品購入費１８０万円余りは、音響卓の更新が主なものであります。 

 以上で、概要説明を終わります。 

○議長（中井康雄君） それでは、ちょっと時間あれなのですけども、２時５分まで休憩い

たします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４８分 

再開 午後 ２時０３分 

 

○議長（中井康雄君） それでは、皆さんお揃いになりましたので、休憩前に引き続き会議

を開きたいと思います。 

 １０款教育費についての質疑を受けます。 

 質疑はありますか。 

 ４番大和田議員。 

○４番（大和田彰子君） ２０１ページの山村留学の補助金の、今関連して山村留学のこ

とをお聞きいたします。 

 今年度は、山村留学の子どもが５名、そして地元の子が１０名ということで、合わせて

１５名が今在籍しているとお聞きしております。 

 令和５年度に向けて、今募集中ということで、現在何件ほどの問い合わせがあるのかと

いうことを教えていただきたいと思います。 

 そして、今後、山村留学についてはどうなっていくのかというところがとても気になっ

ております。 

 それで、８月の広報に上札内山村留学の広報紙、Ａ４の紙が１枚入っていましたので、

その折り込みを読みますと、書いてきたのですけれども、山村留学事業が２年目を迎えま

して、推進協議会の方が言われて、書かれておりました。 

 地域の方々も、最初の１年目はよそ行きの付き合いだったけれども、普段着の付き合い

ができるようになって、お互い成長したっていうようなことを書かれておりましたので、

段々地域の方もそういう山村留学受け入れに対して馴染んできたのかなって感じました。 

 そして、山村留学をしてきた家庭の文も載っていましたので、それには、集団生活が苦

手で、３年生になったときにはもう完全に不登校になっていたということで。 

 下の娘も学校休みがちになっていたという親の思いが、上札内を視察したり、ホームペ

ージを見たり、校長先生と話したりしているうちに、移住を決心し、その後、移住した後、

毎日楽しく学校に通い、地域の方と溶け込んで、ともに楽しんでいるということも書いて

あり、また、ある子は、５名のうちの１人ですね、教室に入ることを拒んでいたと、今まで

住んでいたところでしょうね。 

 それが移住したことによって、参観日など行くとリラックスした表情で椅子に座って、

運動会では選手宣誓も引き受けたって。 
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 去年からは、考えられないほど学校生活を楽しんでいる。 

 本当に来て良かったという親の思いが書かれておりました。 

 学校は誰のためにあるのかなって考えたとき、地域のためではなく、やはり子どものた

めですね。 

 小さい学校だから伸び伸びと通うことができている子どもがいる限り、存続していく必

要があるのではないかなと、私もそういった不登校気味な子が元気に通っている姿を聞い

たり見たりしていると、そういうふうに考えるようになりました。 

 そうすべきだとは言っておりませんけども、そういう選択肢もあるのではないかという

ように考えるようになりました。 

 その辺のことも含めて、教育委員会の考えをお聞かせください。 

○議長（中井康雄君） 上田教育長。 

○教育長（上田禎子君） 大和田議員の質問にお答えいたします。 

 まず最初の令和５年度に向けての問い合わせは何件あるかということでありますが、現

時点では３件のご家庭からお話があるところであります。 

 山村留学の今後ということにつきましては、昨年度、上札内のまちづくりトークでも少

しお話させていただいたところでありますが、地域、それから保護者の協力がなければ、

受け入れ体制が十分に整わないということもありますので、当初３年というお話はあった

のですけれども、大和田議員が先ほど、子どものためになるというお話もありましたよう

に、私も同感でありまして、子どもがいる間は、自分の子どもが卒業したとしても、地域の

方がみんなで協力していただけるなら、というふうには考えております。 

 確かに、今回も今年度でいきますと、３分の１が山村留学の子どもたちであります。 

 １０名のところ１５名おりますと、教育活動、運動会、学習発表会、いろんな教育活動の

幅が増えますし、一人学年もありましたが、一人学年も解消されているところもあります。 

 欠学もあります。 

 １年生は、今年度おりませんので、入学式がありませんでした。 

 通常の学校ですと、１年生に上級生がいろんなことを教えるというのも大事な教育活動

の一つでありますけれども、その１年生がいない中ではありますが、山村留学の子が入っ

てきたことによって、上級生または同級生が学校のこと、地域のことを教えてあげるとい

うような活動ができているという部分では、今いる地域の子どもたちを大事にするという

ところでも意義があるというふうに思っておりますので、地域の子どもたちがいる間はと

いうふうに思いますが、地域の協力や保護者の協力があってのことだということが大前提

であります。 

 あと、山村の子どもたちが、元気に現在毎日登校してくれているというのは、非常に学

校の教育活動もすばらしい活動していただいているということで、ありがたく思っている

ところであります。 

○議長（中井康雄君） ４番大和田議員。 

○４番（大和田彰子君） 私もそう思います。 

 学校の教育活動も含め、地域の方々も含め、すばらしい活動をされているのかなって思

っております。 

 上札内の学力能力は全道レベルよりちょっと上だとか、体力レベルも上だっていうよう

なお話も聞きましたので、本当にそういった特色ある学校づくりもいいのではないのかな

って考えるようになりました。 

 山村留学という言葉が、留学というと本当に本州の方から、遠くから移住してきたイメ



 - 37 - 

ージですけれども、山村通学というような言葉に変えると、何か十勝の中でも不登校にな

りかかっているような子どもが、例えば、中札内に引っ越してきて、上札内に住宅もない

とか、いろいろ不便であれば、中札内から通えるよっていうように、何かもう少し身近な

山村通学というイメージに変えてもいいのかなって思っております。 

 今後もそういう上札内小学校のことは、上札内地域だけでは任せず、中札内村全体で考

えていってほしいと思っております。 

 意見としてです。 

○議長（中井康雄君） ご意見としてお伺いしたいと思います。 

 ほかに質疑はございますか。 

 １番木村議員。 

○１番（木村優子君） では、幾つか質問させていただきます。 

 決算書２０７ページの下段の国際交流費について、お伺いいたします。 

 令和３年度は国際交流派遣事業が、コロナ禍のため中止というふうになっておりますけ

れども、中止にはなったけれども、代替の企画といいますか、何か事業、もしされたのであ

れば、その内容について、まずお伺いします。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） 昨年度のハワイ州との交流ですけれども、いろいろコロナ禍

の状況の中で、オンラインでまずできないかということで、ただ、時差が９時間ございま

して、なかなか向こうの授業時間とこちらの授業時間、なかなかマッチングしないという

こともありまして、ちょっと難しい面がありました。 

 そこで、ビデオレターという形でできないかということで、一応、１つの学校の方で作

成はしたところではありましたけれども、あちら側のちょっと都合で、それもちょっと今

実現できず、今年度に入りまして、ビデオレターで交流をしたいなということで、今、再度

調整を取っているところでございます。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） わかりました。 

 役務費の部分はそれに当たるということでよかったですかね。２万円の支出。 

 ちょっと時差があったりとか、いろんな条件が難しいということで、オンラインの交流

も断念されたということで、今年はビデオレターを作成しての交流ということなのですけ

れども、ということは、令和４年度の派遣も今のところ予定はしていないということでよ

ろしかったでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） 派遣につきましては、受け入れについては、例年ですと１２月

に受け入れて、こちら３月に向かうような形になるのですけども、今、そこも、あちら側の

ハワイの状況などもお聞きしながら判断していきたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） わかりました。 

 まだ今調整中ということで理解いたしました。 

 国際交流、十勝管内でもそういった事業進めている学校あるのですけれども、ある自治

体さんの、渡航して英語圏内の町に派遣する事業を行っているところがあるのですけれど

も、今年３年ぶりに実施したという自治体さんのちょっとお話聞いたのですね。 

 そしたら、事業費全体が、物価の高騰とか原油高の高騰とか、あとは今円安の関係で、事
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業費全体が当初の予算よりも倍額になったということで、ちょっといろいろ揉めたという

話も聞いています。 

 今、調整中というお話ありましたけれども、コロナ禍の状況に合わせて、今の世界情勢

において、派遣事業、うちの場合は派遣するだけでなくて受け入れもするということで、

双方の同意がないとなかなか実現できない事業ではあるのですけれども、何かやっぱりで

きなかった、中止したというところで、やっぱり終わっていくのがずっと何年も続くとい

うことであれば、今後どういうふうにしていくのが、例えば、国際理解であるとか、相互の

交流というところで何かできないかという、何かちょっと代わりの事業ではないですけれ

ども、何かちょっと考えていく必要もあるのかなと思うのですよね。 

 あまりにも予算が大きくなれば、希望しているご家庭もそれに対して積み立てはされて

いると思うのですけれども、倍額ってなると、いやちょっとうちは行けないかもというふ

うにあきらめる子たちも出てくるかもしれませんし、家庭によっては受け入れもして行く

ということなので、共働きのご家庭とかになってくると、なかなかそこを参加するのも難

しいとか、受け入れ自体が難しいから行くのもちょっとという方もいらっしゃると思うの

で。 

 ちょっとここ数年でいろんな状況変わってきているので、少しこの事業自体の内容を、

何か検証するというか、という時期でもちょっとあるのかなというふうに個人的には考え

ているのですけれども、教育委員会の方で何かそういったお話、今後の予定についてお話

されていることありますでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 上田教育長。 

○教育長（上田禎子君） 国際交流、ずっと続けてきておりまして、場所が変わったりとい

うことで、３カ所目ですかね。今、変わってきているのですけれども、子どもたちにとって

は、本当に素晴らしい体験活動になっておりますので、教育委員会といたしましたは、継

続の方向で考えております。 

 ただ、木村議員がおっしゃるように、後半、やはり受け入れが難しいから、行くのはどう

しましょうかというような家庭が実際に幾つかありましたので、受け入れはホームステイ

中心でありましたけども、今後はその辺りを、例えば、上札内交流館ですとか、公共施設

等々、民間も含めて、宿泊施設を検討しながら進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 継続はする方向で工夫していきたいというふうに考えております。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） 私の先ほどの答弁で、一つ追加させていただきます。 

 今年度、コロナの状況もあるのですけども、経済状況もございまして、円安ドル高とい

う状況の中、こちらから行くとものすごく高くなりますし、あちらから来るときにはかな

り安価で来れるという状況もあるのですけども、その辺のこともございまして、ちょっと

経済状況も踏まえて考えてまいりますけれども、なかなか厳しい状況であるなというふう

には思っております。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） わかりました。 

 私も実際、自分が留学した経験があるので、やはり現地で、そこに行って初めてわかる

こと、何でも勉強になりますので、本当にできれば継続は個人的にはしていただきたいと

いう気持ちはあるのですけれども、今おっしゃったみたいに、世界情勢なり、経済情勢も

かなり厳しいということで、どうにかして継続、もしくは、それに代わるような、同じよう
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に国際理解が進められるような、体験できるようなやっぱり事業というのは、今後も続け

ていっていただきたいなと思っています。 

 続きまして、２０９ページ、スクールバス運行管理費の委託料、通学用自動車運行管理

委託２，８９４万９，０００円余りなのですけれども、前年度比４５０万円ぐらい増加し

ているのですけれども、こちらの理由についてお伺いをしたいのと、あと、２１３ページ、

中札内小学校管理費の燃料費７９１万３，０００円余り。これは昨年度から２０８万円の

増加ということで、上札内小学校とか、中札内中学校の燃料費というのは大体４０万円ぐ

らいずつ、前年度に比べて上がっているのですけれども、小学校の上がり方というのがか

なり大きいですので、何かほかの要因があったのかなということでちょっと気になったの

で、お聞きしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） まず１点目のスクールバス運行管理費につきまして、委託料、

令和２年度から上がっております。 

 これは、委託先の大新東の方と、これいわゆる人件費なのですけども、会社の方でしば

らくずっとそこは据え置いたままで、上げてこなかったという経過があるようなのですね。 

 いよいよちょっと人件費を上げていかなければという相談がありまして、令和３年度、

当初予算から、その分アップして予算を計上した経過がございます。 

 その分で増えております。 

 それから、小学校の燃料費につきましては、要因はいろいろ学校開放の部分ですとかあ

るかもしれませんが、一つは、令和２年度と比べて、学校閉鎖だったり、学級閉鎖というこ

ともありましたので、令和２年度は。 

 その差が出ているのかなというところもございます。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） わかりました。 

 スクールバスの方は人件費をずっと据え置いていただいていたのを、令和３年度で現状

に合った形で値上げをしたということで理解いたしました。 

 燃料費についても、学級閉鎖などの関係でこれぐらい上がっているということで。 

 理解します。 

 あと、すみません、続きましてで申し訳ないのですけれども、２１５ページの中札内小

学校教材費についてなのですけれども、これは中札内小学校だけではなくて、中学校も関

わることで、タブレットの活用について、ちょっと聞きたいと思います。 

 これは導入してから、本当に児童生徒さんも学校側の先生も、少しずつやっぱり慣れて

進めていくということで、活用の方も伸びていくのですけれども、お互い協力し合うとい

うことしかないのかなと思って、いきなり利活用がぐんと伸びるというふうには思ってい

ないのですけれども、たまたまちょっと今回、私もご迷惑をおかけしたのですけれども、

例えば、コロナとかで長期休暇、例えば、お休みしたり、これはインフルエンザとかでも一

緒なのですけれども、今私が理解しているのでは、休んだ子たちへのフォローアップをど

うしているかということで、小学校の教頭先生にちょっと確認させていただいたら、休ん

でいるお子さんのクラスでは先生の体制とか進んでいる状況にもよるけれども、プリント

であるとかを届けたり、タブレットでオンライン授業を実際したり、あとは登校してから、

放課後、補習をしたりということで、さまざま対応はされているのですけれども、最初に

陽性者になって、１０日間例えば休まなければいけない子と、そこまでいかない濃厚接触

ぐらいで止まって、５日間ぐらいでという子で、登校する日数によってオンライン授業を
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受けれるか、受けれないかという、ちょっと差が生まれてしまったみたいなのですよね。 

 今ちょうどタブレット端末を持ち帰ったりはしていないので、先生がわざわざ自宅に届

けてくださって、いろんな一緒にセッティングしながら、おうちの方と進めるということ

で、高学年であればやりやすいけれども、例えば、低学年だったら難しいとか、いろんな差

があるのですけれども、オンライン授業をやっているのであれば、日数が少なくても多く

ても、一緒に授業を参加できるということだけでも子どもたちは全然違いますので、なぜ

そこに差が生まれたのかなってちょっと自分としては疑問になったのですけれども、今の

学校、例えば、長期でお休みしなければいけない子たちのフォローも含めて、どのように

タブレット活用されているかということで、状況をお聞きしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 上田教育長。 

○教育長（上田禎子君） 中学校であれば、教室の後ろに映像を撮れるようにして、動画配

信ということで、教室にはいないけれども、家のタブレットを通して一緒に学習できると

いうことは、１学期もやっておりました。 

 ただ、それは中学生なので、自分ができるということもありますので、そのような形で

やっておりましたし、子どもの発熱しているときにそんなことをやっている場合ではない

ので、家での子どもの健康状態にもよるとは思いますけれども。あとは、上札内小学校で

は、元気になった子が家で、あそこは少人数ですので、家と学校との授業をつなげて、タブ

レットを通じて発表したり質問したりと。授業の中に入って行ったりはしております。 

 中札内小学校の方も、学年によると思うのですけれども、部分的にそういう活用はされ

ているというふうに思っています。 

 ただ、低学年におきましては、やっぱり画面だけというふうになりますと、集中力もあ

まりありませんし、親の手を相当借りないとできないということもありますので、低学年

にはちょっと難しいかなと思いますけども、３年生以上については、それぞれの学校でま

だ十分でないところもあると思いますので、学校の方にも、また、こんなふうな状況で使

えるようにお願いしたいということでお話していきたいというふうに思っております。 

○議長（中井康雄君） ほかに質疑はございますか。 

 ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） それでは、何点か質問させていただきます。 

 聞こうと思ったところ、木村議員の方でも聞いていただいたので大体わかったのですけ

れども、スクールバスの運行管理費ですけれども、先ほど、４４８万円ほどのアップにつ

いては人件費のアップだということで理解はいたしました。 

 最近ニュースなどを見ていますと、認定子ども園ですとか、それの送迎車、車ですね、送

迎の車。 

 そしてまた、道内でもあったと思いますけども、スクールバスか何かで急発進か急ブレ

ーキなどをかって、ちょっと問題になったようなケースも流れておりました。 

 うちの委託している先といのは、大新東さんで、ある程度信頼のおける会社だと思いま

すので、そういった心配はないと思うのですけれども、私も孫がいるものですから、家の

近くにスクールバスが通りますのでたまに見ることもあるのですけども、非常に安全運転

で、止まるときも、発進のときも、本当に静かな運転をされているなというふうに見てお

ります。 

 ただ、全てのスクールバス見ているわけではないのでわからない点もあるのですけれど

も、何かそのスクールバスの運行管理の中で、何か保護者等から問題指摘などが出された

ことがあるのかどうなのか。 
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 その点についてお伺いをいたします。 

 それとあと、これも聞こうと思っていたのですけども、小学校管理の燃料費ですけれど

も、先ほど、説明の中では、学校の開放やら学級閉鎖などもあったりした影響ではないか

というような答弁がございました。 

 他の学校から見ると、ちょっと、昨年燃料代も上がっていたのでしょうけれども、小学

校がちょっとずば抜けて高いということで、これ床面積の差もあると思うのですけれども、

暖房方式、小学校の場合、セントラルヒーティングになっているのかな、ちょっとわから

ないのですけども、中学校は改修して床暖房になっていますよね。 

 そういった暖房方式の差はないのかどうなのかということをちょっとお聞きしようと思

っていました。 

 あと、３点目が、２１７ページと２２３ページ、小学校と中学校の一般経費の中で、公務

支援システムを導入されているのですけれども、これ、以前聞いたときに５年リースでの

支払いというようなことを聞いております。 

 昨年から見ると約８０万円ぐらいアップになっているのですけども、５年リースの均等

払いではなくて、初年度は若干安くて、あと４年間同じなのか。 

 その辺の支払い方法はどうなっているのかということをお聞きします。 

 燃料代のことがちょっと出たので、もう１点、２３１ページの交流の杜の管理費の中の

委託料なのですけれども、前年よりも２５０万円ほど委託料がアップしているのですけれ

ども、これについては、どういうことでアップなのか。 

 燃料費なのか、その辺どういったことでアップになっているのかを教えていただきたい。 

 あと、交流の杜の場合、指定管理者になると燃料費が委託料の中に含まれてしまってい

るのですね。 

 ですから、ちょっと燃料費がどのぐらいかかっているのかというのは見えてこないので

すけれども、わかっていると思いますけども、交流の杜の燃料費はどのぐらいかかってい

るのかということをお聞かせいただきたいと思います。 

 もう１点は、２３３ページの文化創造センターの委託料で、ファツィオリのピアノの保

守点検委託。これについて、令和２年度にファツィオリのピアノが導入されて、保守点検

料が、前年度１５万４，０００円だったのですけれども、令和３年度、３３万円ほどに上が

っているのですよね。 

 当初、上がるということは、話は聞いておりました。 

 ある程度、１５、６万円ぐらい、最初、この前のピアノのときは１０万円以下だったと思

うのですけども、ファツィオリになって１５万円ぐらいになったと思うのですけども、そ

の金額ぐらいでいくのかなと思っていたのですけど、令和３年度、３３万円ということで

倍以上になっているのかな。 

 その辺どういうことなのかをお聞きします。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） まず１点目、スクールバスについては、特に保護者から何か苦

情等あったことはございません。 

 この間も、私も社会教育事業などでスクールバス利用させてもらったときには、きちん

と運転手の方も安全運転ですし、あと、最後降りるときには、しっかり忘れ物ないかどう

かのきちっと確認も、後ろの座席まで行って確認しているような状況でございます。 

 それから、公務支援システム、こちら５年リースなのですが、令和２年度は９月からス

タートしていますので、年度の途中ということで、令和３年度はフルに１２カ月でしたけ
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れども、そういったことで令和２年度は年度途中ということで少なくなっております。 

 それから、交流の杜の委託料につきましては、こちらは、議員もおっしゃっていたとお

り、これ燃料費、最後、委託料の中に燃料費も含まさっておりますので、そこが燃料の高騰

ということで、最後、精算で増えている部分がございます。 

 あと、学校の暖房については、中学校は確かに床暖でありますけども、小学校は、床暖は

整備していないのですけれども、圧倒的に面積が多いのが一番中札内小学校なのですね。 

 燃料費の高騰が、やはり量を一番使う中小が、一番大きく料金に跳ね返っているのかな

というふうに思っております。 

 あと、最後、ファツィオリピアノの保守点検につきましては、令和３年度については２

回実施しましたので、ちょっと令和２年度よりは増えているという理由はそういったとこ

ろですね。 

 令和２年度は１回の保守を、令和３年度は２回点検したというところでございます。 

 小学校の床暖が玄関のスペースだけ床暖になっているということで、あそこ、吹き抜け

になっているのですけれども、そこの部分、そういった意味では、天井の上まで暖気が上

がっていくようなところがありますので、ちょっと余計に燃料代がかかる部分はあるかも

しれません。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 交流の杜の燃料代については、燃料費の高騰によるアップという

ことでわかりました。 

 実際に燃料費でどのぐらいかかっているかというのは言われていなかったですよね。 

 もしわかればでいいですけども、後でお願いします。 

 スクールバスについては、うちの委託先は心配ないということで安心をいたしました。 

 あと、小学校の燃料費ですけども、やっぱり面積的にも一番広いということが影響して

いるのかなと。玄関先も吹き抜けになっているということで、その辺も理解をいたしまし

た。 

 あと、公務支援システムですけども、これは教員の負担軽減やら効率化、また、引継ぎ等

でもうまく活用されているとは思うのですけれども、ある程度全教員がうまく使いこなさ

れて活用されているのか。 

 その辺について、再度お伺いをいたしたいと思います。 

 あと、ピアノの保守点検ですけれども、令和２年度よりも１回回数が増えたということ

で、今後については年２回の実施でいくのか。 

 確か令和４年度の予算見ても３３万円ぐらいになっていたので、年２回の実施をしてい

こうと考えているのかどうなのか。 

 今後、大体このぐらいの金額がかかってくるのかなというふうに想像はするのですけど

も、最初聞いた、どのぐらいの保守点検料になるのですかって聞いたときは、何か１５、６

万円ぐらいだったような気もするのですけれども、やっぱり年２回やっていかなければ、

使う頻度も多くなってきているのか。 

 その辺、点検していかなければだめなのですよということなのか。 

 その辺お聞きしたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 氏家教育次長補佐。 

○教育次長補佐（氏家佑介君） ファツィオリピアノの保守点検の回数でございますけれ

ども、令和３年度、２回点検いたしまして、こちら、東京のファツィオリ本社から、調律師

呼んで点検しております。 
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 どうしても北海道ですので、冬の乾燥の問題とかもありますので、当面は年２回の保守

体制で管理していきたいと考えております。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） まず、交流の杜の燃料は、ちょっと言い忘れましたけども、こ

の件、今ちょっと手持ちで資料はないのですが、令和３年度決算監査のときに、その資料

も作成しまして提出しておりますので、後ほど、ちょっとその資料を提供させていただき

たいというふうに思います。 

 それから、公務支援システムは、令和２年度から、先ほど述べたように、学校でも使い始

めておりますので、３年度、そして今年度とかなり大分、各学校の先生方でも使い慣れて

きたのかなというふうに思っております。 

 職場内のグループウェアも効果的に使って、情報共有も、そこに掲示することによって、

お互いのお知らせしたいことを共有している。 

 あるいは、児童・生徒の管理、それから、出欠状況、出席状況、こういったことも共有で

きるということで活用されております。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 公務支援システムについては、かなりうまく活用されているのか

なというふうに思います。 

 ピアノの保守点検については、やっぱり今後も２回必要だということで、当初お聞きし

ていた保守点検よりも上がっていくのかなというふうな気もしております。 

 もう１点ちょっとお聞きしたいことがございますので、聞かせていただきます。 

 ２２７ページの体育施設管理費の委託料、運動公園ＰＧ場管理委託１，３４６万円なの

ですけども、これ、令和３年度から、運動公園やら、スポーツ関係の公園管理については教

育委員会の方の管轄と。 

 以前は施設課の方で一括で公園管理をされていたのですけども、分けたと。 

 高齢者就労支援センターでやはり高齢化になってきて人が減ってきた関係で、そのセン

ターでは受けられないということで、スポーツ関係については教育委員会の方でやるとい

うことで、今回、十勝森林組合に委託されていると思うのですけれども、予算書見ますと

大体予算の範疇の委託料だと思います。 

 公園管理というのは、施設課の方でも６８０万円ほどありまして、それをトータルする

と２，０００万円超えるのですよね。 

 この教育委員会の方の公園管理費と合わすと。 

 以前は、施設課の方の公園管理費で９００万円ぐらいで収まっていたのです。 

 多分、この民間への委託ということになれば、当然幾らか上がるだろうなということで、

確か予算のときもちょっといろいろ意見も出たかと思いますけれども、そのときの答弁で、

４、５００万円のアップだろうというような答弁があったのです。 

 私も、そのぐらいのアップであれば仕方がないのかなということで、多分予算のときは

納得して賛成をしたのですけれども、よくよく見てみますと、施設課で６８０万円、教育

委員会で１，３００万円ということで、トータルで２，０００万円超えているということ

で、ちょっと驚いたのですけれども、これ、約、以前の倍ぐらいになっているのですよね。 

 施設課の方は、スポーツ関係以外の公園の公園管理費を見ているのかなというふうに思

うのですけど、教育委員会は、札内川総合運動公園やらパークゴルフ場関係の公園管理費

だと思うのですけども、ちょっと以前からすると極端に増えているものですから、やはり

何か、一度契約してしまうと、これ何年か契約なのでなかなか変えることはできないと思
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うのですけども。 

 ちょっと極端に上がりすぎてしまったのだなと。 

 ちょっと私も予算のとき、あまり深く、もう少し考えて質問すれば良かったなと思うの

ですけれども。 

 この辺、今更どうもならないし、予算の範疇でございますのでどうこう言えないのです

けれども。 

 少し削減方法をやっぱりちょっと考えていくべきではないかなと。 

 教育委員会だけに言うのもちょっとおかしいのですけれども、あまりにも極端に増えた

なということで悩んでいます、私は。 

 ちょっとその辺、教育委員会としても、何か考えがあれば。 

 確か何年か契約だと思うので、変えられないとは思うのですけれども、その辺ちょっと、

今後、施設課等あたりも一緒になって考えていくべきではないかなと思いますけれども、

その点いかがでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） 札内川運動公園と、それと上札内のパークゴルフ場含めた上

札内公園の委託管理については、議員おっしゃったとおり、令和２年度は施設課の方で就

労センターに一括管理委託しておりましたけれども、就労センターの都合で、高齢化と会

員が減少して、働き手が確保できないということで、教育委員会の管理しているその部分

については、令和３年度から教委委員会の方の予算で組み直して、さらに、それを管理す

る委託業者もどこか探さなければならないという状況でございました。 

 一番の大きな要因というのは、人件費がまず一つありますね。 

 就労センターの単価と、やはり１企業に頼むときの人件費というのは、やはり大きな差

がございますし、あと、機械のリースも、以前は、就労センターでは村の保有している草刈

機、リールモアを貸与していたのですけれども、その部分は今、上札内では使っているの

ですが、中札内河川敷のパークゴルフ場は、その委託先の森林組合の持っている機械を借

りているということで、その分が委託料にも入っております。 

 ですから、その部分は以前と違って丸々増えている部分になります。 

 事業者選定に当たっては、他町村でそういったパークゴルフの管理の実績があるという

ことで、知識、技術有している十勝広域森林組合、本村にも事業所もございますし、そうい

ったことで、そちらと契約した経緯がございますけども、ただ、こことはずっとというこ

との何も約束はございませんので、できれば、村内業者でできるところがありましたら、

そこと比較検討はしていきたいなというふうに思っております。 

 これまでも、ただ、昨年、今年度と新たな委託管理業者に委託して、非常に芝の管理も適

切で、非常に利用者からは好評でございます。 

 あと、機械で手の届かないところは、地元の村のパークゴルフ協会にも委託料というこ

とで５万円でありますが、その中でカップ周りの草取りですとか、あるいは、杭を打ち直

したりですとか、利用者目線できめ細やかな維持管理をしていただいているところではご

ざいます。 

 今後、そういったことで、経費削減は努力はしていきたいというふうに考えております。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 大体わかりましたけども、多分、民間企業への委託なので、どうし

ても単価が、就労センターとは単価も違うでしょうし、上がるのはわかります。 

 私もよく札内川総合運動公園の橋の上を通るので、ちょこちょこ芝刈りなどをやってい
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るのを頻繁に見ますけれども、結構、状態としては良い状態で保たれているのかなという

ふうにも見ております。 

 今後どうなっていくかわかりませんけれども、できれば、先ほど言ったように、もう少

し削減できるようなことも考えていただきたいなというふうに思います。 

 多分、３月の予算のときなのですけども、ちょっとこれ、多分ほとんどの議員の方が勘

違いしたのではないかなと思うのですけど、ある議員の方が質問したときに、就労センタ

ーのときと同等額かどうかということで質問されているのですけども、令和２年度の施設

課の公園管理の予算が全ての公園になりますけれども、９０９万４，３６０円ですと。 

 今回、総合運動公園と上札内パークゴルフ場管理委託ですけれども、１，３７５万８，０

００円ということで、４６６万３，０００円なんぼ増えておりますという答弁があったの

ですね。 

 多分、私も確か頭の中で、４、５００万円ぐらいのアップだなっていうことで、民間委託

ということになればそのぐらいのアップは仕方がないなということで理解をしたのですけ

ど、多分、ほかの議員の方もそれである程度理解したのかなと思っていたのですけども。 

 ちょっと、蓋を開けてみるとかなりの増額ということになっていたので、やはり今後も

う少し削れるところは削っていけるよう方策を考えていただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） ご意見としてお伺いしたいと思います。 

 ほかに質疑はございますか。 

 ４番大和田議員。 

○４番（大和田彰子君） ２０５ページのスクールカウンセラー業務委託のことをお聞き

いたします。 

 当初、３月の予算書を見ますと、ここの部分が２０７万８，０００円だったのですね。 

 それが決算時期になりますと、６９万９，０００円という、減っております。 

 この減った原因というのは何かなって思っているのですけども、単価が変更になったの

か、または、訪問日数が減ったのか、その辺もお聞きしたいのですよね。 

 北斗病院の臨床心理士が来ていらっしゃるとは思うのですけども、大変評判良いって聞

いているのですけども、日数減ってしまうのは残念だなと思っておりますが、その辺の金

額が減った理由を教えていただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） 北斗病院の臨床心理士の方には、令和２年度の途中から委託

をしておりますけれども、当初で見ていたときは、中小、中中に訪問していただく日数を

多めには見ておりました。 

 実績としては、臨床心理士の方の業務のご都合もありまして、回数的には、月１回から

２回という実績になったものですから、金額的にはこの金額になっております。 

 必ず月１回は訪問していただいていますし、状況に応じては、１回のこともあれば、逆

に３回に増えることもございますので、その辺は、固定で何日ということではなくて、状

況に応じて訪問をいただいているということになっております。 

○議長（中井康雄君） ４番大和田議員。 

○４番（大和田彰子君） わかりました。 

 月１回から２回、あとは状況に応じて訪問ということで。 

 何もなければ月１回ぐらいなのかなと思って聞いておりましたけども、さすがに月１回

の来校は少ないのではないかなって思っております。 

 教員へのアドバイスも適切にしていただいている。 
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 生徒へのカウンセリングもいろいろ対応していただいていると聞いています。 

 中学校ではそういった不登校気味の生徒に対しての、そういう心理士さんの関わりとか

そういうのは、月１回では足りないのではないのかなと思いますけども。 

 いらっしゃらないのでしょうか、不登校生徒とか。 

 いらっしゃらないのか、教えてください。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） 月１、２回というのは、各学校ごとで月１、２回なのですが、

中学校は、今、不登校はございません。 

 令和２年度に委託したときには、そのときは数名おりまして、そういった相談件数も多

いということから、年度途中からお願いしたという経緯がございます。 

 その後、早期発見、早期相談といいますか、早目にそういった学校に来れなくなるよう

な状態になる前に、児童、それから保護者、踏まえて相談乗っていただいておりますし、あ

と、教員の相談も受けていただいております。 

 ですから、月によっては回数が多い月もございます。 

○議長（中井康雄君） ４番大和田議員。 

○４番（大和田彰子君） 月１回、３校に回っているということでしょうか。 

 中札内小学校と中学校ですか。 

 同じ日に、月１回回られるのか。 

 わかりました。 

 学校からの要望で、もう少したくさん来てほしいとか、そういうのはない限りは、月１

回程度でいいのかなって考えていますけども、そのかなり上段に、スクールカウンセラー

報酬ということで、その２名のうちの１名の、この方はどういった関わりをしているのか

も教えていただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺大輔君） 報償費の方で載っている個人のカウンセラー、この方には、上

札内小学校を担当して対応をしていただいております。 

 金額的には小さいのは、この方は道の補助金を活用しておりますので、村の負担分とし

ては、道補助をはみ出た部分を支出しているということで、金額的にはちょっと小さい数

字になっております。 

○議長（中井康雄君） それでは、ほかに質疑はございますか。 

 質疑がないようでございますので、次に進みたいと思いますが、ここで若干休憩をした

いと思います。 

 ３時１５分まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５８分 

再開 午後 ３時１３分 

 

○議長（中井康雄君） それでは、皆さんお揃いになりましたので、休憩前に引き続き会議

を開きたいと思います。 

 先ほどの土木費の図面の価格に関する答弁で誤りがありましたので、訂正の答弁をさせ

ていただきます。 

 北村施設課課長補佐。 

○施設課課長補佐（北村公明君） 私の方から、先ほど、木村議員から質問がありました
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ページ数１８３ページ、土木一般経費の中札内村村図改訂委託の中で、図面の料金につい

て誤りがありましたので訂正させていただきます。 

 全体図と言われる５万分の１の図面が３５０円、要図と呼ばれる５万分の１の図面、こ

ちらＡ３版になりますが、こちらが１５０円、そして、市街地図と呼ばれる１万分の１の

Ａ３版の図面が１００円でありましたので、修正させていただきます。 

○議長（中井康雄君） ということでございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、１１款災害復旧費、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款予備費、２３４ペ

ージから２３９ページまで、一括して質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 よろしいでしょうか。 

 質疑がなければ、次に進みます。 

 次に、歳入全般、４２ページから７９ページまでと、黒ナンバー１５番の財産調書につ

いての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 よろしいでしょうか。 

 質疑がなければ、次に進みます。 

 次に、特別会計に進みたいと思います。 

 １番木村議員。 

○１番（木村優子君） 歳入で、決算資料６９ページのふるさと応援寄付金についてお伺

いします。 

 村としては１１億円余り、応援寄附金として、村を応援して寄附していただいていると

いうことなのですけれども、ほかの例えば町村とか大きな市ですと、そこに住まれている

方が自分のところ以外の町村に寄附をするということで、それが大幅に上がって逆に赤字

になっているという、税金の歳入の部分が赤字になっているというような現象も見受けら

れるのですけれども、例えばなのですけれども、村ではそういうことにはなっていないと

思うのですけれども、村民の方で、村外の市町村などに寄附をされている方、その額、わか

れば教えていただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 山本住民課課長補佐。 

○住民課課長補佐（山本一美君） それでは、木村議員のご質問にお答えいたします。 

 中札内村では、令和３年度、ふるさと納税の寄附をした方で、一応住民税の控除に当た

っている人数を把握しております。 

 それが１５１名。 

 それに対する住民税の控除額が、およそ６４４万円になります。 

○議長（中井康雄君） １番木村議員。 

○１番（木村優子君） わかりました。 

 ふるさと納税応援寄附金する場合に、もちろん寄附をする先を応援してという気持ちで

納税される方もいらっしゃれば、インターネットのお取り寄せサイトみたいな感じで、ち

ょっとそこからの趣旨ではないですけれども、寄附をしているという方もいらっしゃるの

で、一概に何が良いとか悪いとは言えないのですけれども、今のことで、村としてはたく

さん応援していただいているということでわかりましたので、以上で終わります。 

○議長（中井康雄君） ほかに質疑はございませんか。 

 質疑がなければ、次に進みます。 

 次に、特別会計に進みたいと思います。 
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 特別会計の概略説明は終わっていますので、国民健康保険特別会計、２４０ページから

２５６ページまでの質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 よろしいでしょうか。 

 質疑がなければ、次に進みます。 

 次に、介護保険特別会計、２５７ページから２７３ページまでの質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 よろしいでしょうか。 

 質疑がなければ、次に進みます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計、２７４ページから２８２ページまでの質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 質疑がなければ、次に進みます。 

 次に、簡易水道事業特別会計、２８３ページから２９７ページまでの質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 質疑がなければ、次に進みます。 

 次に、公共下水道事業特別会計、２９８ページから３０８ページまでの質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 下水道会計の方ですけれども、例年言っております消耗品費、浄化

センター管理費の中の消耗品費と脱水汚泥堆肥化処理委託についてなのですけれども、汚

泥処理委託は、多分、令和３年から以前と違う業者にお願いをしているのかなというふう

に思いますけれども、それにしても金額的には若干前年よりは下がってはいるのですけれ

ども、１，４５０万円ということで、大きな金額がかかっております。 

 消耗品費、沈降剤等についてもやはり前年並みの１，４００万円台ということで、ここ

数年、非常に増えてきております。 

 平成３０年ぐらいですと、この消耗品費ですと１２３万円ぐらいで収まっていたのです

よね。 

 それが約、今もう１０倍以上になっていると。 

 汚泥処理も以前は大規模草地の方で処理していただいていたので安く終わっていたので

すけれども、それを違う業者に出したところ、やはり３倍ぐらいに膨れ上がってきている

ということでございますけれども、なかなか改善の道が見えてこないというか、もうこの

ままずっと行くしかないのかなというふうにも思うのですけれども、ただ、今、この下水

道処理施設の施設あたりも、数年前から改修かかってきております。 

 多分、そんなことも考えると、今後、元利償還金等も、今で９，９８０万円ほどあります

ので、１億円超えていくのかなというような予想もしているのですけれども、やはりどこ

か削れるところ削れないのかなということで、多分、この消耗品費が増えてきたのも、あ

る大口利用者の関係で濁度が上がったということで、沈降剤を使わなければうまくいかな

いということなのですけど、以前にもお聞きしたところ、その大口利用者の方との協議が

どのようになっているのか。 

 やはりもう少し、前処理で何とか改善の方向へ向けてもらえないのかどうなのか。 

 その辺の協議についてどうなっているか、ちょっとお伺いいたします。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 宮部議員の質問にお答えしたいと思います。 
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 大口利用者との状況ということだと思います。 

 こちらの方につきましては、協議を行ってきております。 

 その結果、下水道流入前の処理、除外施設の設置を行って、今年度に入ってからなので

すけども、行っております。 

 工事が完了して、さらには、工事終了後の稼働しているところでございます。 

 よって、実際に入ってくる水質につきましては、段々落ち着いてきている。 

 今そういうような状況になってきております。 

 その中で、沈降剤の量でございます。 

 これは今までどおり、ある程度は今、量は使っているのですけども、今後、今、そういう

前処理が稼働しておりますので、微生物といいますか、そういった処理に対する軽減とい

うか、沈降剤が使わなくても、段々使わなくなるような状況になってくるのかなというふ

うに考えているところでございます。 

 さらに、今年度から新たなこと、指定管理業者が変わりました。 

 こちらの方、他町村でもノウハウがあって、そういった意味では、どういった処理がし

たらいいのかということも含めて、いろんな知見を持っていますので、そういったことを

活かしながら、今後は進めてまいりたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） まずは大口利用者の方の方で、除外工事だか、前処理をある程度し

てもらえるということで、段々良くなっていくだろうということで、一安心というか、ち

ょっと良かったなというふうに思います。 

 今後、消耗品費あたりの使用量が、うまくいって減っていけばいいなというふうに思い

ます。 

 汚泥処理の方ですよね。 

 令和３年度、業者が変わったということなのですけれども、これも本当に何か、堆肥化

処理施設で何とか処理できないものなのかな。 

 結構、いろんな県あたりでも、この下水道の汚泥処理あたり、堆肥と混ぜて、堆肥として

また畑に還元するというような方法取られているところもあると思うのですけども、それ

をやるとなればまたもっと汚泥を乾燥させるですとか、またいろんな投資が必要になって

くるのかどうなのかわかりませんけれども、今の現状の状態では、うちの堆肥化処理工場

で、この汚泥を混ぜて堆肥にするということは不可能なのかどうなのか。 

 その辺、何か協議をしたことがあるのかどうなのか。 

 その点についてお伺いしたいのと、今後の公債費ですね。 

 今、数年前から改修入ってきまして、今後、この公債費の返還、償還については、どのぐ

らいの数字になってくるのか。 

 その辺についてお伺いいたします。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） 汚泥関係の堆肥化処理施設への持ち込みの関係でございます

けども、下水道の汚泥の方がかなり水分量があるというふうに伺っております。 

 堆肥化処理施設で、今受け入れている牛ふんにつきましても、近年やはり水分量、どう

しても各農家さん、ロボット搾乳機を用いている関係で、どうしてもふん尿に含まれる水

分量が多くて、それを調整するための副資材ですとか、そういったものをかなり入れてい

る状況だというふうに聞いています。 

 現状では、なかなか今、堆肥化処理施設でそのまま、下水道処理施設の汚泥をそのまま
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受け入れるという環境には、まだ整っていないかなというふうに、村としては考えている

ところでございます。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 公債費の今後の動向ということの質問だったと思います。 

 こちらの方につきましては、今年度、さらには来年度、然るべき施設の改修を行ってい

くわけなのですけども、それに当たっての財源につきましては、起債を借りて取り進めて

いくことになります。 

 この起債に関する交付税措置がございます。 

 数値までちょっと押さえておりませんけども、交付税措置のある起債を借りて対処して

いくというようなことになっていきますので、利子の償還金、元金の償還金につきまして

は、そういったような形で取っていくということで、これから、その整備に当たって借り

た金額に対する、年数に応じて増えていくことになるのですけども、正確な数字の方はち

ょっと押さえていない状況でございます。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 償還金については、まだ正確な数字が出ていないということで、た

だ、やはり徐々に増えていくという傾向だということでよろしいのですね。 

 何か出ていないというか、ある程度出ているのでないのかなと思うのですけど、出てい

ないのですか、本当に。 

 あと、その堆肥化工場の方は、まだ若干、今の現状では水分も高くて無理だろうという

答弁だったのですけど、南工連あたりのでん粉粕というのでしょうか、あそこも汚泥にな

るのかな。 

 それあたりも結構、今水分の高いものが入ってきているみたいなのですけれども、原料

となる牛屋さんからの堆肥が今ベタベタになってきているということで、それにまたベタ

ベタの汚泥まで入るとなかなか堆肥にするまで時間がかかるのでしょうけれども、でもや

っぱり何か将来的には、そういったまた畑に還元できるような、循環させるような方法で、

何者か、いろいろ集まって協議していくべきだと思うのですよね。 

 そうすれば、その処理委託料も村に落ちる。 

 また、それが堆肥になれば畑に還元できるということで、村で循環させるような方法で

やっぱり考えていくべきだと思うのですけども、その点についてはいかがですか。 

○議長（中井康雄君） 尾野産業課長。 

○産業課長（尾野悟里君） 堆肥化処理施設の持ち込みにつきましては、先ほど説明した

とおり、現状やはり水分量の関係からして難しいかなというふうには、現段階では考えて

おります。 

 ただ、そういった意見があったということも踏まえて、堆肥化処理施設の運営等につき

ましては、協議会を持ちながら、その中で協議し運営しているというところもあります。 

 今後の堆肥化処理施設の在り方についても、今、指定管理者、あるいは、受益者さん、そ

ういった方と打合せする機会を設けておりますので、問題提起といいますか、今後に向け

ての課題というところで、内部での研究等は、情報提供も含めてしていければなというふ

うには思っておりますけども、すぐに堆肥化処理施設の中に持ち込めるという状況ではな

いかなというふうな認識でおります。 

○議長（中井康雄君） 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 先ほどのすいません、地方債の償還に関する状況について、年

度当初に償還に関する表をつくっておりますので、年度のピーク値はいつなのかというこ



 - 51 - 

とをちょっと調べますので、後ほど回答をさせていただきたいというふうに思います。 

○議長（中井康雄君） ７番宮部議員。 

○７番（宮部修一君） 堆肥化施設なのですけども、本来は南工連と牛屋さんと、原料供給

についてはある程度決まっているとは思うのですけれども、やっぱり施設自体は村の施設

ですよね、建物やらは。 

 ここ最近、結構修繕費あたりが、維持費あたりも相当かかってきています。 

 そんなこともあるので、やっぱり村としても、そこでやっぱりもう少しうまく活用でき

るような方法も考えていくべきだと思うのですよね。 

 ただ施設の維持費だけどんどんかけていって、あまり村にメリットがないのではやっぱ

りあれなので。 

 その辺もう少し協議していただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） ご意見としてお伺いしたいと思います。 

 ほかに質疑はございますか。 

 なければ、次に進みます。 

 続いて、全般について質疑を受けたいと思います。 

 質疑にあたっては、款ごとの質疑の際に、質問し忘れたことのみについて、１問から２

問程度にするようご協力願います。 

 一般会計及び特別会計の歳入歳出について、質疑はありませんか。 

 ５番北嶋議員。 

○５番（北嶋信昭君） それでは、最後ですけども、質問します。 

 今回、なかなか美しい村連合云々と、昨年は道路がどうのこうのっていっぱい意見が出

たような気がするのですけど、今回はあまり出なかったのですけども、決算ですけども、

予算に向けて考えてほしいことは、今、中札内村、美しい村連合に加盟して、そのことを盛

んに行政側では言っております。 

 ただ、村民がどれだけ理解しているかなと。 

 行政が言っている割に、村民は理解していないのですよ。 

 それをどういうふうに理解をしていただいて、本当に村を挙げて、美しい村を作るかと

いう、そういう手段が必要ではないかと思うのですよ。 

 徐々に、なかなか動かない行政も動いてきているような気もするのですけども、あとは

各家庭において、家の周りに草が生えているとか、雑木があるとか、そういうものを協力

の中に入って、やっぱりみんなで村を、美しい村連合に作り上げるという、村と村民と一

体になってやるという、そういう体制を何とか村として作り上げていきたいし、村民に理

解をしてもらうべきだと思います。 

 過去にも言いましたけども、各行政区には農地・水のあれがありますね。金が。 

 それがプラスアルファ、そういうものに協力してくださいよというような形の中で、位

置付けをすれば、納得する部分もあるし、理解する部分もあるのではないかと思います。 

 そういうことで、今、盛んに美しい村連合に加盟しましたということを村では盛んに言

っています。 

 だけども、新しいことに手を付けて、やっぱり美しい村を立ち上げていかなくてはいけ

ないのではないかと自分は思いますけど、いかがなものでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） 美しい村連合との関わり、村民にできるだけ広く、今やっている

ことが村民にまだ理解されていないのではないのかというようなご指摘でございました。 
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 確かに、全ての村民にそのことが理解されているというふうには思いませんけれども、

普段の小さな行動の積み重ねが、それぞれ村民に理解をされて、普段の行動、村民の皆さ

んの一つひとつの行動が、結果的にその美しい村に向けた活動につながると。 

 それがごみ拾いであり、最近では、雑草抜いたりだとか、そういったところ、公共の場だ

けでなく、きれいにしていこうということにつながっていくのだというふうに思います。 

 完全に村がＰＲをしていることが、住民の皆さんに認知をされているというふうには思

いませんので、確かにご意見のとおり、もっともっと広げていく必要があるということは

十分に理解をしております。 

 そういった方向に向けて、何をしなければならないかというのは実際に動くということ

が非常に重要なのだろうと。 

 これは春のクリーンデー、これから１０月に行われるビューティフルデー、盛んにＳＮ

Ｓでも周知、行わせていただいておりますけども、公共施設周りの雑草抜きだとか、そう

いったものも、どんどん表に出してきています。 

 そういった一つひとつの動きが、美しい村につながるものだというふうに思っていると

ころでございます。 

 行政としては、予算を使ってばかりの事項が全てではございませんので、そういった動

きをできるだけ村民の皆さんに周知をさせていただいて、代わりに、クリーンデーですと

かビューティフルデーのときには、どんどん参加していただいて、自分の身の回りだけで

はない、公共の場もきれいにしようというふうな思いを持っていただけたらなというふう

に思うところでございます。 

 当然、農地・水等で事業を行う部分、そのことが美しい村連合イコールということでは

ございませんが、やっていることがそこにつながるということが理解できれば、それはい

いわけで、そういった周知の仕方もやっぱりあるのかなと、今ご意見の聞いていて思った

ところでございます。 

 できるだけ、住民の皆さんに、小さなことでもそれがつながると。 

 美しい村につながるのだということをこれからも周知を続けていきたいというふうに思

いますし、私たち行政も、そういった行動を表に出していきたいなというふうに思います。 

○議長（中井康雄君） ５番北嶋議員。 

○５番（北嶋信昭君） ちょっと若干弱気なところがあるような気がして今聞いておりま

したけども、やはり広報とか何かにしっかり載せていただいて、美しい村連合に加盟した

中札内はどういうことなのかということを、しっかり村民に説明していかなかったらわか

らない部分があると思います。 

 そんなことで、大変だと思いますけども、美しい村連合に加盟した以上は、やはりそこ

にある程度の予算を付けていただきながら、理解をしていただいて、協力を願うという形

の中で、来年度予算の中でも、少し組み入れていっていただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（中井康雄君） ご意見としてお伺いしたいと思います。 

 ほかに質疑はございますか。 

 ６番船田議員。 

○６番（船田幸一君） この決算書、ナンバー１１と、それから、一部被ります、資料の１

５、そして、一部被ります、監査資料１７であります。 

 今回、私申し上げたいことはこういうことでございます。 

 一般企業であれば、剰余金処分案ということで、積立金について承認をいただくという
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ようなことになります。 

 行政の場合は、余剰金という形で積立金を各科目の中で説明がされました。 

 そういった中で、各項目の中で、この村有財産調書、１５ですね。 

 １５の３５ページですね。 

 決算書見ながら、そしてこの集約されたものを拝見したとき、こういう金額を積み立て

しますと。 

 期末、そして積立額、取崩額、そして、年度末残高というふうに表示されています。 

 これら説明いただく中で、何点か気になること、気が付いた点をお尋ねしたいと思いま

す。 

 まず一つには、今年度の積立に関して、最終的に村長、副村長から、こういう意図を持っ

てこの積立をしているのだという内容での冒頭説明が、金額ではありましたけども、どう

いう将来性、決算においてはこういうことで積み立てますと。 

 これについては次年度にこういうことを想定して積み立てているのですよという補足説

明がまずなかったので、その点についてお考えを聞かせいただきたいということでありま

す。 

 それともう１点は、監査の資料の中で、３０ページですね、ここに余剰金については福

祉基金、豊かな環境等創成基金、文化振興基金、ふるさと活性化基金、教育振興基金、５つ

の基金への積立と保育料無料化３００万円の財源として扱われていると。 

 保育料の中で、この３００万円は使われているという説明は今回なかったのですね。 

 決算監査で、こういう監査の中でこういう資料が出てくるということは、それなりに監

査をやられて、お話をお伺いした中での記載事項かと思われますが、執行者として、その

辺について、どのようにお考えかと。 

 それともう１点は、この５基金積立以外に、私はちょっと注目したいのは、商工業振興

基金ということで、今回、５，０００万円積み立てることになっています。 

 商工業振興基金については、前年度末、今の期首ですけども、これは４，６３８万７，０

００円で、今回５，０００万円と。 

 そして取り崩ししたのが１，９６１万４，０００円、約２，０００万円ですね。 

 期末の残高としては、７，６７７万４，０００円余りということで、期首と期末の差は

３，０００万円になります。 

 それを中身の全体を通して見たときに、非常に積立額が大きいと。 

 これについては、執行者として、村長、副村長はどういうお考えで積立になったのか。 

 将来展望をこれらの５つの基金プラス商工振興基金について、どういう展望をお持ちに

なっていらっしゃるのか。 

 その辺のまず考えをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中井康雄君） ちょっと休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時４６分 

再開 午後 ３時４８分 

 

○議長（中井康雄君） 再開いたします。 

 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） 私から基金の関係、お答えします。 

 まず、積み立てをする日を決算として載っている、例えば、その使途、一覧としてはこう
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やって公開しているけれども、実際その使途をどういうふうに使うことで積み立てようと

しているのだっていうことが、説明ちょっとされていないのでないかということがまず１

点目だったでしょうか。 

 一つあるのは、ここに載っている積立金については、全て各議会のときに、補正予算計

上しているものについては、補正予算歳出に計上をして、これについてはこうこうこうい

う理由で、こういった目的のために積み立てさせていただきますと。 

 例えば、一番最後の質問のところで、商工業振興基金の話がされましたが、これ積立金

原資積んだら確か５，０００万円積んでいて、積む予算については、補正予算で提案させ

ていただいて、先ほどもちょっと議論になりましたけども、まちづくりの企業が進出して

くるときの支援だとか、そういったところが今後も想定されるので、基金に積み増しを行

いたいということで、５，０００万円の積立を行ったというふうに記憶しています。 

 各、この基金については、公共施設、庁舎整備はもう終わりましたから、なくなってしま

っているのですけれども、それぞれの目的があってこの基金に積むということになってい

ます。 

 ふるさと納税の部分であれば、当然、寄附金いただいてますから、結果的に積んだもの

でも使うときには必ずその使途を明確にして、財源充当、つまり、取り崩して充てるとい

う行為をやりますから、その目的は明確かなというふうに思います。 

 ただ１点、あるとすれば、財政調整基金、これが全て剰余金が財政調整基金で、全てでは

ないですけど、剰余金の部分については、積み増しやっていますので、そういったところ

がちょっと一番わかりづらいかな。 

 ただ、財政調整基金については、あくまでも財政上の多寡が生じたときの、その補てん

をするための基金でありますので、その目的が特に決められているわけではありません。 

 特に、例えば、学校関係の需要が多くて、そういったときに予算がなかなか組めないぞ

と、だけどやらなければならないということになれば、その財源は国・道に求めることが

できなければ、貯めてある、その財政調整基金で予算調整を行うということをやりますか

ら、そのための基金だということでございます。 

 当然、今回の決算書、見ていただくと、剰余金が出た分から２億３，０００万円は財政調

整基金に積み戻す決算なっています。 

 財政調整基金、これまで予算のときには、１億数千万円取り崩して予算を作って、決算

で剰余が出れば、そのときには取り崩しをしないということではなくて、取り崩した上で、

剰余が出ているのだから、その部分については、財政調整基金に積み戻すということで処

理をしてきていました。 

 ですから、財政調整基金１０億円切った、残高１０億円切ったところでありますけれど

も、積戻しを今回やることで、結果的に１０億円は確保するというようなことになってい

ます。 

 ですから、当然、積み立てをするときには何のために積み立てるのだというのは、予算

に計上した段階で、それは説明していることになりますし、何のために積み増しをするか

というのは、そういうことだというふうに思います。 

 商工業振興基金の部分については、先ほど説明させていただいたとおり、まちづくりの

企業支援がどうしてもこれだけ出てきていますから、結果的にそういうことで、街中に商

店ができたりだとか、そういう企業がどんどん進むことがにぎわいにつながるというふう

に思いますので、そのための財源として、積み増しをさせていただいたということでござ

います。 
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 それと、保育料の３００万円、ここで一度切らせていただいてよろしいでしょうか。 

○議長（中井康雄君） 休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時５２分 

再開 午後 ３時５３分 

 

○議長（中井康雄君） それでは、続けさせていただきます。 

 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） 保育料の３００万円のところです。 

 ふるさと納税の積立の振り分けの表、資料として提出させていただいたところにそうい

うふうに記載がされているものであります。 

 これ、もともと保育料を無料化、無償化していますから、当然、歳入がゼロなわけです。 

 ですから、３００万円を、言ってみれば特定財源として充てようがない。 

 つまり、もうゼロにしてしまっていますから。 

 歳入、収入側の話なので。 

 通常の財源充当のようにすることがちょっとできないために、ふるさと納税でいただい

た寄附金、これを本当だったら積み立てるのですけれども、そのまま、受けたまま、３００

万円分残して、残りを積むという行為をやっています。 

 ですから、寄附金として３００万円分については、一般財源として使わせていただいて

いると。 

 つまり、それが保育料の賄材料なり、そういった部分に、賄材料だけではないですね、保

育に係る費用に充てられているという手法を取っていますので、３００万円というのはそ

ういう意味であります。 

 ですから、ここの積立ですとか、取り崩しの、この財産調書の基金の表の中には全く反

映されていないということになります。 

○議長（中井康雄君） ６番船田議員。 

○６番（船田幸一君） 私が感じるところは、それぞれ台帳もありますし、それから、それ

ぞれの基金もあるということで、その点は十分理解します。 

 私が期待したのは、こんな答弁があるのかなと思ったのですね。 

 村長公約に向けて、今後の残期間に向けていきたいと。 

 そして、村全体の活性化に向けて取り組みたいというふうな発言があるのかなと思いま

した。 

 それともう一つは、第７期の後半の計画に合わせた形で、ふるさと納税もアップしてい

く中で、事業規模予算が膨らんでいくかもしれませんけれども、積み立ては今後とも増え

ていくのだろうと。 

 そういう財政状況にあると。 

 総体的には、監査委員が報告されていますように、健全化財政、管内でもトップクラス

の財政になっていますよということが、一つの僕の期待した答弁だったのですね。 

 残念ながらすぐお答えにならなかったということであります。 

 冒頭申し上げたのは、会社と、一般企業と比べて、一般的な財務管理の関係から言うと、

余剰金というのは、剰余金処分は決算で承認をもらって物事を進めるのですよというその

違いがあるよ。 

 けれども、やはりその基金積み立てるために、やはり目的を持った積立がやっぱり重視



 - 56 - 

されるのだろうから、その点について、それぞれの議会のとき、あるいは、全員協議会のと

きお話をされていたことはわかります。 

 数字上は説明を受けました。 

 しかし、やはり村全体に関わる、行政全般に関わる問題でございますから、もう少し波

及効果が生まれるような発言がほしかったなと思っています。 

 その点について、村長、ご答弁いただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） 答弁としては、この資料１５の基金の表を見ていただければわか

るとおり、ふるさと活性化基金であったり、要するに、どこに重点が置かれているのかと

いうのは、この表からご理解いただけるかなというふうに思っております。 

 先ほど、副村長からの答弁、村長先頭なのだということでお話をということですので、

私のまちづくりの基本方針であったり、公約の実現に向けた基金の積立というか、そうい

ったことは十分に配慮しながら、このような運用をさせていただいているということは申

し上げておきたいなというふうに思います。 

 そのあたり、しっかり考えて、繰り返しになりますけれども、ふるさと活性化基金であ

ったり、環境関係の基金であったり、福祉であったり、先ほど、商工業については、特別な

目的があって積み立てるということでしたけど、文化、教育振興基金ということで、それ

ぞれ私が掲げている公約を実現するために、重点的にそちらに配分されているということ

は、この表ご覧いただいて、ご理解いただけるとおりでありますので、しっかりそのよう

な形で運営していきたいというふうに思っております。 

○議長（中井康雄君） ６番船田議員。 

○６番（船田幸一君） ありがとうございます。 

 基本的に、複式簿記と単式簿記の違いがはっきり、今のご答弁の中で出てきたわけです

ね。 

 基本的に、単式簿記の場合は、科目ごとで費用のやりくりが幾らでもできるということ

なのです、現実は。 

 それはもう全部わかっていてお話させてもらっているのですけども、やはり積み立てる

以上は、村長からもご答弁もありましたし、副村長からご答弁もありましたように、今後、

全体像を語る中で、その基金の運用の在り方について、こういう目標を持っていますよと。 

 こういう展望、ビジョンを持っていますよということを、今後お話していく中で、予算

を執行していただきたいなと思います。 

 業務も執行していただきたいと思います。 

○議長（中井康雄君） それでは、ほかに質疑はございますか。 

 先ほど保留にしてあった部分を出させていただきます。 

 川尻施設課長。 

○施設課長（川尻年和君） 私の方から、宮部議員から質問ありました償還の状況、下水道

における地方債の償還状況について、ご説明を申し上げたいというふうに思います。 

 令和３年度の元金、利子の支出は、３０６ページに記載しているとおり、９，９８３万円

余りというような形で償還になっておりますけども、令和４年度からにつきましては、９，

９０７万円という形で若干下がっていく傾向にございます。 

 これは過去に借りた、これまで借りてきた償還ということでありますけども、この今の

償還におきましては、令和６年から４００万円ずつ下がっていく状況でありますが、今後、

令和５年、１億５，０００万円の改修、令和６年度には３億円の改修、こういった実施計画
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を持っております。 

 この辺につきまして、今後予定されておりますので、実際のピークにつきましては、今

後また改められるのかなというふうに思いますが、現時点では、令和３年度がピークだと

いうような状況でございます。 

○議長（中井康雄君） ほかに質疑はございますか。 

 なければこれで全ての質疑を終わります。 

 この後、討論、採決に入っていきますが、黒田議員に出席をいただきましたので、ここで

採決を行っていきたいと思います。 

それでは討論に入ります。 

最初に、認定第１号に対する討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

認定第１号、令和３年度中札内村一般会計歳入歳出決算認定についての採決をいたしま

す。 

この認定のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号は可決されました。 

認定第２号に対する討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

認定第２号、令和３年度中札内村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてを採

決いたします。 

この認定のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第２号は可決されました。 

認定第３号に対する討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

認定第３号、令和３年度中札内村介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてを採決い

たします。 

この認定のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第３号は可決されました。 

認定第４号に対する討論を行います。 
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討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

認定第４号、令和３年度中札内村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてを

採決いたします。 

この認定のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第４号は可決されました。 

認定第５号に対する討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

認定第５号、令和３年度中札内村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてを採

決いたします。 

この認定のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第５号は可決されました。 

認定第６号に対する討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

認定第６号、令和３年度中札内村公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

採決いたします。 

この認定のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第６号は可決されました。 

お諮りいたします。 

本日の日程はすべて終了しました。 

明日１４日と１５日は休会とし、１６日午前１０時から本会議を再開したいと思います。 

このことに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中井康雄君） 異議なしと認めます。 

よって、明日１４日と１５日は休会とし、１６日午前１０時から本会議を再開すること

に決定しました。 

本日はこれをもって散会いたします。 

 

 散会 午後 ４時０５分 


